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郡山遺跡は、平成18年 7月 に「仙台郡山官衡遺跡群 郡山官衡遺跡 郡山廃寺跡」として

国史跡に指定されました。今回指定されたのは、多賀城創建以前の陸奥国府であると考えら

れるⅡ期官行の中でも特に重要な中枢部を中心とした区域で、遺跡全体からすれば部分的な

指定ではありますが、今後の歴史公園としての整備に向けて大きな一歩を踏み出したと考え

てお ります。

郡山遺跡の発掘調査事業は、昭和55年の国庫補助事業による確認調査の開始以来27年目と

な りました。本年度は、平成16年度に終了した第 5次 5カ年計画の後を受けた補足調査の 2

年 目にあたります。昨年度は方四町Ⅱ期官衡の外溝の調査において大きな成果がありました

が、本年度は I期官衡の東辺部において範囲確認調査を実施し、新たな知見を得ることがで

きました。

本書はこの郡山遺跡範囲確認調査の他に、「仙台平野の遺跡群」に対応した調査として個人

住宅建築に伴う郡山遺跡の調査と、国史跡陸奥国分寺跡の範囲確認調査について平成18年度

の発掘調査成果の概要をまとめたものです。

郡山遺跡については、部分的ではありますが国史跡として指定されたことは、今後の整備

に向けて新たなスター トラインに立ったところと言えます。陸奥国分寺跡についても、歴史

公園としての整備が待ち望まれてお り、今後の調査成果もおおいに期待されるところとなっ

ております。

両遺跡ともに、今後の整備に向けて皆様のご理解とご協力を賜 りますようお願い申し上げ

ます。

平成19年 3月

仙台市教育委員会

教育長 奥山 恵美子



例  言
1.本書は国庫補助事業による郡山遺跡および仙台平野の遺跡群に係わる平成18年度範囲確認調査の概報である。

本書の内容は既に公開されている現地説明会資料や各種の発表会資料に優先する。

2.本概報は調査速報を目的としている。執筆は以下のように分担した。

第 1章、第 2章、第 3章 I・ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 4・ V・ Ⅵ、第 4章  ― 平間亮輔

第 3章Ⅳ l～ 3 - 齋藤義彦

遺物観察表・遺構註記表は齋藤義彦が作成し、編集は平間亮輔が行った。

3.灰釉陶器、緑釉陶器については仙台市博物館 佐藤洋氏の作,教示を得た。

4.本調査に係わる出土遺物、実測図、写真などの資料は仙台市教育委員会が保管している。

例
1.郡山遺跡の平面図に示した座標系は、任意に設定した原点 (X=0、 Y=0)を 通る磁北線 (1984年頃の偏角で、

真北から 6° 型
′
7″ 西傾)を基準にしている。

陸奥国分寺跡の平面図に示した座標系は、平面直角座標系X(旧測地系)である。

2.文中および図中の方位は真北を基準としている。

3.遺構の略称は次のとおりで、郡山遺跡の遺構番号は全体の通しm、 陸奥国分寺跡は今年度の通し配である。

SA:柱列などの塀跡  SB:建 物跡  SD:溝 跡  SE:井 戸跡  SF:築 地跡  SI:堅穴住居跡

SK:土坑  SX:そ の他の遺構  P:ピ ット、小柱穴

4.遺物の略号は次のとおりで、郡山遺跡の登録番号は全体の通しに、陸奥国分寺跡は今年度の通しNo。である。

A:縄文土器    B:弥 生土器    C:土 師器 ()Fロ クロ調整) Di土 師器 (ロ クロ調整 )・赤焼土器
E:須恵器     F:丸 瓦・軒丸瓦  G:平 瓦・軒平瓦      H:そ の他の瓦

Ia:土師質土器   Ib:瓦 質土器    Ic:陶 器   J:磁 器    K:石 器・石製品  L:木 製品
Na:鉄製品    Nb:非 鉄金属製品  Pi土 製品

5.土色については「新版標準土色帳」 (小山・竹原1997)を使用した。

6.遺物実測図の網点は黒色処理を示している。

7.表中の ( )が付いた数字は図上復元した推定値である。
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I.郡山遺跡・仙台平野の遺跡群の調査体制

第 1章 はじめに
I.郡山遺跡・仙台平野の遺跡群の調査体制

郡山遺跡の範囲確認調査は、25年間にわたる第 1次から第 5次までの 5カ年計画が平成16年度に終了し、今年度

は補足調査第 2年目にあたる。

陸奥国分寺跡の範囲確認調査はこれまで断続的に実施されてきたが、今年度からは整備計画を策定することを目

的とした調査を継続的に実施することとなった。調査体制は下記のとおりである。

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当  文化財課      課長  阿部 功

整備活用係長  吉岡恭平    調査係 主任  長島榮一

主査  高橋敏明     文化財教諭  今野秀治

主任  安田 仁     文化財教諭  早川潤一

主任  平間亮輔     文化財教諭  藤田雄介

文化財教諭  齋藤義彦

実際の発掘調査にあたっての担当職員は以下のとおりである。

郡山遺跡 第172次調査 整備活用係 主任 平間亮輔、文化財教諭 齋藤義彦

第173次調査 調査係 主任 長島榮一、文化財教諭 早川潤一、藤田雄介

第174次調査 整備活用係 主任 平間亮輔、文化財教諭 齋藤義彦

第175次調査 調査係 主任 長島榮一、文化財教諭 藤田雄介

第176次調査 調査係 主任 長島柴一、文化財教諭 今野秀治

第177次調査 調査係 主任 長島柴一、文化財教諭 早川潤一

第178次調査 整備活用係 主任 平間亮輔、文化財教諭 齋藤義彦

第179次調査 整備活用係 主任 平間亮輔、文化財教諭 齋藤義彦

陸奥国分寺跡 整備活用係 主任 平間亮輔、文化財教諭 齋藤義彦

発掘調査、整理作業を適正に実施するため、「郡山遺跡 。陸奥国分寺跡等調査指導委員会」を設置し、指導・助言

を受けた。

委 員 長 工藤 雅樹 (東北歴史博物館館長 考古学 )

副委員長 今泉 隆雄 (東北大学文学部教授 古代史 )

岡田 茂弘 (国立歴史民俗博物館名誉教授 考古学 )

進藤 秋輝 (宮城県考古学会会長 考古学 )

桑原 滋郎 (多賀城市文化財保護委員会会長 考古学 )

須藤  隆 (東北大学文学部教授 考古学 )

宮本長二郎 (東北芸術工科大学芸術学部教授 建築学 )

渡部 育子 (秋田大学教育文化学部教授 古代史 )

発掘調査にあたり地権者の方々からご協力をいただいた。



第 1章 はじめに

Ⅱ。郡山遺跡・仙台平野の遺跡群の調査計画と実績

1.調査計画
郡山遺跡の第 5次 5ヶ年計画の終了後、補足調査 2年 目の計画については平成18年 3月 に開催された郡山遺跡調

査指導委員会において審議がなされた。18年度は17年度に引き続き、個別の課題について補足調査を実施していく

ことが了承された。当初は方四町Ⅱ期官衡北東部における外溝の確認を行う予定であったが、重機搬入路の確保等

の条件が整わなかったため予定地における調査は断念し、 I期官衛東辺の調査に切り替えて実施した。

昨年度個人住宅建築に伴って実施された第171次調査では、I期官衛東辺の材木列のさらに東側において、材木列

に並行する溝跡を発見したが、調査区の制約のため規模を確定することができなかった (註 1)。 今回はこの溝跡の

延長部分を調査 し、方向や幅、深さ等を確認することを目的とした。

これらは国庫補助事業である『市内遺跡発掘調査』で実施するものであるが、この他に個人住宅建設など小規模

開発に伴う発掘調査も含まれており、これらは「仙台平野の遺跡群」として包括されるものである。なお、今年度

からは陸奥国分寺跡の範囲確認調査を継続的に実施していくこととなり、「仙台平野の遺跡群」の一部として調査を

計画した。

郡山遺跡ほかの発掘調査総経費は15,4能,000円、国庫補 Hy」金額7,7Ъ,000円の予算で計画したが、これを郡山遺跡発

掘調査に3部6,000円、陸奥国分寺跡発掘調査に7,225,000円 、個人住宅対応としたその他の仙台平野の遺跡群に

4,9019000円 として配分し、これによって以下のような発掘調査実施計画を立案した。

2.調査実績
上記の発掘調査とは別に、個人住宅建設に伴って郡山遺跡で 7箇所の調査を実施したが、これらはすべて仙台平

野の遺跡群として対応した。なお、これらの調査結果はすべて本書に含めることとしたため、今年度の 「仙台平野

の遺跡群」としての単独の報告書は刊行しないこととした。

(註 1)こ のSD2125溝跡は調査区の南東隅に位置していたため、西側の肩を検出したのみであった。埋め戻しの際

に調査区を南側に拡張して東側の肩を確認したが、掘り込みはできなかったので詳細は不明であつた。

調査次数 調査地区 調査予定面積 調査予定期間 調査原因

郡山遺跡第178次 [期官衡東辺 150111 10月 -12月 範囲確認

陸奥国分寺跡 南辺築地、伽藍地北部、推定寺地北部 800∬ 5月 ～ 8月 範囲確認

表 1 18年度君F山遺跡ほか発掘調査計画

調査次数 調査地区 調査面積 調査期間 調査原因 対応

郡山遺跡第172次 方四町Ⅱ期官衛東部 努 lal 4月 10日 ～18日 個人住宅建築 仙台平野の遺跡群

郡山遺跡第173次 方四町Ⅱ期官衡西外側 ！ｍ 4月 17日 ～18日 個人住宅建築 仙台平野の遺跡群

郡山遺跡第1馳次 方四町Ⅱ期官衡西部 ４ｍ 5月 10日 個人住宅建築 仙台平野の遺跡群

郡山遺跡第175次 I期官衡北辺 3611a 7月 3日 -22日 個人住宅建築 仙台平野の遺跡群

郡山遺跡第1%次 方四町Ⅲ期宮衛北外側 12111 9月 5日 個人住宅建築 仙台平野の遺跡群

郡山遺跡第177次 I期官街南西部 %∬ 9月 28日 -10月 5日 個人住宅建築 仙台平野の遺跡群

郡山遺跡第178次 I期官衛東辺 %∬ 10月 26日 ～12月 22日 範囲確認 郡山遺跡発掘調査

郡山遺跡第179次 方四町 H期官衡西部 斃 lll H月 6日 ～ 9日 個人住宅建築 仙台平野の遺跡群

陸奥国分寺跡 南辺築地、狗H藍地北部、

推定寺地北部

739r正 5月 23日 ～ 8月 10日 範囲確認 仙台平野の遺跡群

表 2 18年度発掘調査実績



Ⅱ 郡山遺跡・仙台平野の遺跡群の調査計画と実績

勁‐(
ム｀

第 1図 郡山遺跡全体図



第 2章 郡山遺跡

2章 郡山遺跡
第172次発掘調査

1.調査経過

第172次調査は個人住宅建築工事に伴う調査である。平成18年 2月 27日 付で仙台市太白区郡山 3丁目2-23におけ

る住宅建築に伴う発掘届が提出された。住宅の基礎工事によって遺構が破壊されると想定されたた
め、調査を実施

することとした。

調査区は平成16年に調査した第162次調査区 1区 (道路部分)の西に隣接し、第162次調査で発見された溝跡の延

長部分が検出されることが予想された。

調査は 4月 10日 に表土を除去し、当日午後から4月 13日 まで実施した。遺構は予想された溝跡
1条を検出したが

その他の遺構は確認できなかった。 4月 18日 に埋め戻しと整地作業を行つた。

2.調査方法と基本層序
(1)調査方法

調査区は東西 7m× 南北 4mに設定した。調査面積は約28�である。

重機で盛土と I層 を除去し、Ⅲ層上面で精査を行つた。下層の調査は調査区の制約と周辺における調査成果か
ら

実施していない。

遺構実測のための基準杭は調査区の方向に合わせて設定し、後にこの座標値を測量する方法をとった。平面図
は

基準杭を基に簡易遣り方を組んで 1/20で作成した。断面図も 1/20で作成している。写真は35mmモ ノク
ロフィルムと

リバーサルフィルムを一眼レフカメラで撮影し、補助的にデジタルカメラでも撮影した。

第

Ｉ
．

第 2図 第172次調査区位置図



I.第 172次発掘調査

(2)基 本層序

盛土下の基本層序は概ね第162次調査 1区 (註 1)と共通と考えられるが、調査区が狭いために対応関係を明確に

することはできなかった。 I～Ⅲ層まで確認した。

Ia層 2.5Y3/2黒褐色粘土。木炭粒を少量含む。盛土以前の畑の耕作土である。

Ib層  10YR 4/4褐色粘土。暗褐色粘土ブロックを少量含む。西部で部分的に確認され、盛土と推定される。

Ic層 10YR 4/3に ぶい黄褐色粘土。盛土以前の畑の耕作土である。

Id層 10YR 3/2黒褐色粘土。畑の耕作土で、天地返しされた層の下部に相当する。

Ic層 10YR 3/3暗褐色粘土。木炭粒を多量に含む。畑の耕作土で、天地返しされた層の最下部に相当する。

Ⅱ層 10YR 3/3暗褐色粘土。にぶい黄褐色粘土ブロックを少量含む。

Ⅲ層 10YR 5/4にぶい黄褐色粘土。遺構確認面であり、第162次調査区のⅢ層に対応すると考えられる。他の調

査区でも概ねこの褐色あるいは黄褐色の粘土層上面で遺構を確認している。

3.遺構と遺物
今回の調査ではⅢ層上面で溝跡 1条を確認した。

SD2169溝跡 調査区のほぼ中央を東西に横断する溝跡で、第162次調査 1区で確認されたSD2169溝跡の延長部分

である。上幅65～ 105cm、 底面幅0～ 80cm、 深さ約4Clcmで ある。断面形は箱形で、壁は急角度に立ち上がり、底面は

ほぼ平坦である。方向はE―Wで、検出した長さは67mである。堆積土は 4層 に分層できる。

遺物は非ロクロ調整の土師器甕片 6点が出土した。

4。 まとめ

SD2169は 第162次調査 1区で発見された溝跡であり、今回の調査でさらに西に伸びていることが確認された。こ

のSD2169は 、第162次調査 2区 (註 2)で発見された桁行 8間、梁行 3間 (身舎 2間)の長大な南北棟であるSB2115

掘立柱建物跡 (Ⅱ 期官衡のⅡ―A期)の南梁行から約 lm離れてほぼ並行した位置関係にある。遺物が少ないため

現段階では同時期と断定できないが、今後の展開に注意していく必要がある。

(註 1)「第162次発掘調査 1区」『郡山遺跡』仙台市文化財調査報告書第288集

(註 2)「第162次発掘調査 2区」『郡山遺跡25』 仙台市文化財調査報告書第284集

出土遺構・層位 土師器 (非ロクロ調整) 須恵器

SD2169 6

I層 6 2

表 3 第172次調査遺物集計表

作業風景
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第 3図 第172次調査区設定図、全体図、北壁・西壁断面図



I.第 172次発掘調査

1. SD2169確認1犬況 (〒雪から)

2 SD2169完掘1犬況 (東から)

.|■ _I

3 SD2169断面(東から)子 :;ギ´

写真図版 l SD2169溝 跡
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Ⅱ。第173次発掘調査

1.調査経過
第173次調査は個人住宅建築工事に伴う調査である。平

成18年 4月 4日 付で仙台市太白区郡山 2丁 目 (32BL―

1)における住宅建築に伴う発掘届が提出された。住宅

の基礎工事によって遺構が破壊されると想定されたため、

調査を実施することとした。

調査区の北西約20mの地点では、平成13年に長町副都

心 (現在は「あすと長町」に名称変更)土地区画整理事

業に伴う調査が行われ、 I期官衡に係わる溝跡などが検

出されている。また、Ⅱ期官衛外溝の推定通過地点から

は約20m西側 (外側)に位置している。

調査は 4月 17日 に盛土と表土を除去し、翌18日 まで実

施した。調査区は東西 3m×南北1lmに設定し、地表面か

ら約 2m下まで掘り下げたが、遺構は確認できず遺物も

出土しなかった。盛土下で確認した基本層は、郡山遺跡

での通常の遺構確認面よりも下層で認められるグライし

た粘土層に類似しており、過去の土取り等によって遺構

面は既に失われている可能性が高いと判断された。18日

中に埋め戻しと整地作業を行い、調査を終了した。

調査区

建築予定範囲

第 4図 第173次調査区設定図

第 5図 第173次調査区位置図



Ⅲ.第 174次発掘調査

Ⅲ.第174次発掘調査
1.調査経過
第1密次調査は個人住宅建築工事に伴う調査である。平成18年 5月 1日 付で仙台市太白区郡山 2丁 目7-6に おけ

る住宅建築に伴う発掘届が提出された。住宅の基礎工事によって遺構が破壊されると想定されたため、調査を実施

することとした。

調査区は方四町Ⅱ期官衛西辺から官衡内部約20mの地点にあたるため、Ⅱ期官行に係わる遺構が検出される可能

性も考えられた。

調査は 5月 10日 に実施した。調査区は東西4,7m× 南北 3mに設定したが、盛土層下面における実質の調査区は東

西3.2m× 南北2.5mで ある。地表面から約 2m下まで掘り下げたが、遺構は確認できず遺物も出土しなかった。盛土

下1.3m下で旧水田耕作土と推定される Ia層を確認したが、さらにその下層の基本層Ⅱ層以下は、郡山遺跡での通常

の遺構確認面よりも下層で認められるグライした粘土層に類似しており、過去の土取り等によって遺構面は既に失

われている可能性が高いと判断された。このため当日中に埋め戻しと整地作業を行い、調査を終了した。

2.基本層序
Ia層  5Y3/1オ リーブ黒色粘土。盛土以前の水田耕作土と推定される。
Ib層  5Y3/1オ リーブ黒色粘土。Ⅱ oⅢ層のブロックを少量含む。
Ⅱ層 2.5GY 4/1暗 なリーブ灰色粘土質シル ト。

Ⅲ層 10Y4/1灰色粘土。
Ⅳ層 2.5Y3/2黒 褐色粘土。

V層  2.5Y5/2暗 灰黄色粘土。

第 6図 第174次調査区位置図
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Ⅱ層上面と調査区断面 (東から)

道路

建築予定範囲

0                 2m

全体図、北壁断面図第 7図 第174次調査区設定図、



1.調査経過
第175次調査は個人住宅建築工事に伴う調査で

ある。平成18年 6月 2日 付で仙台市太白区郡山 3丁

目6-10、 6-11における住宅建築に伴う発掘届が

提出された。住宅の基礎工事によって遺構が破壊さ

れると想定されたため、調査を実施することとした。

当該地は I期官行の北東部に位置している。北

西150mの 地点には第1酪次調査区 (註 1)、 180mの

地点には第148次調査区 (註 2)があり、それぞれ

北西から南東方向に延びる材木列が発見されてい

る。これらの材木列の延長部分が検出される可能

性も考えられていた。

7月 3日 に重機によって表土を除去し、遺構確

認作業を開始した。 I期官衛に係わる材木列や一

本柱列などの重要な遺構を発見し、当初の調査区

における作業は 7月 18日 に終了した。翌日の19日

に埋め戻した後、西側に折り返して調査区を設定

し、補足調査を行った。 7月 21日 に調査を終了し、

22日 に埋め戻しと整地作業を行った。

郵μ

第 8図 第175次調査区設定図

Ⅳ.第175次発掘調査

道路

Ⅳ.第 175次発掘調査

0            5m
|

建築予定範囲

第 9図 第175次調査区位置図
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2.調査方法と基本層序
(1)調査方法

調査区は建物建築予定部分のほぼ中央に東西 3m× 南北 7m(約 21�)で設定した。重機により表土および I・

Ⅱ層を除去し、Ⅲ・Ⅳ層上面で遺構確認作業を行った。この調査区の調査終了後、調査区を埋め戻した後に、住宅

建築部分の西部における遺構を確認するため、東西 3m× 南北 2mの調査区をさらに 2箇所設定して補足調査を実

施した。拡張後の面積は約33�である。

遺構実測のための基準杭は調査区の方向に合わせて設定し、後日この座標値を測量する方法をとった。平面図は

この基準杭を基に簡易遣り方を組んで 1/20で作成した。断面図も 1/20で作成している。写真は35mmモ ノクロフィル

ムとリバーサルフィルムを一眼レフカメラで撮影し、補助的にデジタルカメラも撮影した。

(2)基本層序
I～Ⅳ層まで確認した。Ⅲ層上面が遺構確認面であるが、一部でⅢ層が撹乱されて遺存しない箇所ではⅣ層上面

が遺構確認面となっている。

I層 盛土層。

Ⅱ層 10YR 4/2灰黄褐色粘土質シル ト。盛土以前の耕作土である。

Ⅲa層  10YR 7/4に ぶい黄橙色粘土。

Ⅲb層  10YR 6/4に ぶい黄橙色粘土。

Ⅳ層 10YR 3/1黒褐色粘土。

3.遺構と遺物
今回の調査では材木列 2列と一本柱列 1列、竪穴住居跡 1軒、溝跡 1条、ピット6基を確認した。

SA2130材木列 調査区北部を北西から南東に横断する材木列である。

上幅50～ 100cmの抜き取り溝底面において柱の掘り方が確認された。この溝状の抜き取りは材木列掘り方の北側

に寄っており、深さは25～網cm程である。

材木列の掘り方は、北側の肩を溝状の抜き取りによって壊されている。このため本来の上幅は明確ではないが、

80～ 90cmと推定される。深さは約55cm程であるが、調査区東壁の観察によると本来は80cm以上あったと推定される

(第 10図右 )。 南壁の立ち上がりは、下半部は急に立ち上がるが上半部は緩やかに開き、全春としては漏斗状を呈し

ている。方向はE-28° ―Sで、確認した長さは約7.3mである。抜き取りが掘り方底面まで及んでいないため、掘り

方の底面近くの北壁沿いに並ぶ状態で柱痕跡が確認された。確認された柱痕跡の直径は15～20cm程である。堆積土

は掘り方が 3層、抜き取りが 1層である。

遺物は、抜き取り溝から非ロクロ調整の土師器片22点、須恵器片 1点が出土した。

SA2135材木列 調査区南部を北西から南東に横断する材木列で、SA2130と は柱の芯々で4,0～4.lm離れて併行し

ている。掘り方は上幅綱～70cm程で、そのほぼ中央に直径10～ 15cmの柱痕跡が連続して確認された。柱痕跡は掘り

方底面よりも約 5 cm下にくい込んでいる。材木列の方向はE―路
°
一Sで、確認した長さは約71mである。掘り方の

深さは65cm程であるが、調査区東壁の観察によると本来は90cm以 上あったと推定される (第 10図右 )。 壁は急角度

で立ち上がる。掘り方の堆積土は 1層である。

遺物は、掘り方埋め土から非ロクロ調整の土師器片 9点が出土した。土師器C-1002杯 (第 11図 1)は体部が半

球形を呈し口縁部が直立気味になる「関東系」の土器である。

S12186竪穴住居跡を切り、SA2140-本柱列に切られている。
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厨 位 色   調 性   質 混 入 物  そ の 他
1 ЮYR3/4 1と 褐色 ンル ト質粘土 掲色シル ト質粘土少星、抜き取 り

2 7 5YR5/6 明褐色 粘土質シル ト 褐色シル ト質地 土多最、掘 り方

3 10YR8/4 浅黄橙色 粘土質シル ト 黄褐色粘土斑文状に含む、能痕跡

10YRS/1 褐灰色 粘土 白色粒土・酸化鉄多最、欄 り方

5 10YRS/3 浅黄橙色 粘 上 酸化鉄多量、掘り方

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 柱痕跡

2 10YR7/4 1こぶい黄橙亀 粘■ 黒角粘土ブロックを合む、幅り方

SA2135

SA2140

S12186

1 10YR4/1 褐灰色 粘土 柱痕跡

2a 10YR5/4 1こぶい策褐色 粘土 掘 り方

2b 10YR5/2 灰黄褐色 粘土 掘 り方

1 10YR3/3 暗褐色 粘土

2 10YR4/6 褐色 粘十 黒褐色粘十多挺

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 lr土 褐色 Itr土少量、桐り方

SD2187 1  1  1 7 5γ R3/41音褐色        |シ ル ト質粘土    暗褐色粘上質シル ト縞状に少量                                  |

第10図 第175次調査区平面・断面図
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SA2140-本柱列 調査区南部に位置する一本柱列である。SA2135材 木列の掘り方の南側と接するか半ば重複し

ながら北西から南東方向に延びている。今回の調査区内では 2間分の柱穴を確認したが、最も西側の柱穴は掘り方

の一部を確認したのみである。中央の柱穴は、掘り方が一辺約50× 70cm以 上の長方形、東側の柱穴は、掘り方が一

辺約60× 100cmの長方形で、深さ約60cmである。壁は北側が急角度で立ち上がるが、南側は緩やかで、僅かな段差

が認められる。柱痕跡は直径15～20cmで、方向は不明瞭であるがSA2135と 概ね同じと予想される。柱間寸法はEl・

2柱穴間が約280cmで 、E2・ E3柱穴の柱間寸法は西側の柱痕跡が不明なため明確ではないが、掘り方の位置関係

から210cm前後と推定され、El・ E2の柱間よりも狭い。堆積土は 1層である。

遺物は、掘り方埋め土と柱痕跡から非ロクロ調整の土師器片15点が出土した。

SA2135材木列 。S12186竪穴住居跡を切っている。

S12186堅 穴住居跡 調査区南東部で確認された。東西 3m以上、南北 4m以上、方向は北壁でE-33° 一Sである。

カマ ドは確認できなかった。住居の確認面から床面までの深さは約30cmで 、床面は住居の掘り方を 5～ 15cm埋め戻

して作られている。なお、床面上には柱穴や周溝などの施設は確認できなかった。堆積土は 3層で、床面から上が

2層、最下層は掘り方埋め土である。

遺物は堆積土中などから非ロクロ調整の土師器片16点が出上した。床面上からはC-1003高 lTN(第 11図 2)が出

土している。

SA2135材木列・ SA21範一本柱列に切られている。

SD2187溝跡 調査区中央部やや南寄りを東西に横断する溝跡である。西部の拡張区では確認できなかった。上幅

約30～Ocm、 底面幅は25～ 30cm、 深さ約 5cmで、断面は浅い皿形を呈する。壁は緩やかに立ち上がる。検出した長

さが約 3mと短いため方向は確定しがたいが、概ねE-9° 一Nである。堆積土は 1層である。

遺物は非ロクロ調整の土師器片 1点が出土した。

S12186堅穴住居跡を切っている。

ビット Pl～ 6まで検出した。柱痕跡が確認されたものはなく、いずれも詳細な性格や年代は不明である。

遺物はP3・ 4・ 6か ら非ロクロ調整の土師器片が 1点ずつ出土したのみである。

遺構・層位 土師器 須恵器 土師質土器 磁器 瓦

SA2130 1

SA2135 9

SA2140 15

S12186

SD2187 ユ

1

P4 1

l

I層 1

遺構確認面
士́
口撹 8 1

表 4 第175次調査遺物集計表

0                10cm

登録No 地区・選構・層位 種別 器種 遺存度
法最 (cm)

調整・特徴
真

版

写

図回径 底径 器高

C1002 SA2135'掘 り方 土師器・ 17N 1/8 不明 不明 不明 日縁部ヨコナデ、体部手持ヘラケズリ、内面ナデ、白針なし 4■

2 C10Э 3 S12186・ 床面 土師器 高邦 rTN部のみ 178 不 明 不明 端部ヨヨナデ、ハケメ、内面ハケメ後粗いヘラミガキ、白針微量

第11図  第175次調査出土遺物



Ⅳ 第175次発掘調査

4.ま とめ
今回確認した遺構は材木列 2列と一本柱列 1列、竪穴住居跡 1軒、清跡 1条、ピット6基である。このうち材木

列 2列 と一本柱列 1列が I期官行期の遺構である。遺構の重複関係から判明している新旧関係は以下のとおりであ

る。

SA2130 → (SA2130抜き取り)

S12186竪穴住居跡 → SA2135材 木列 → SA2140-本柱列

並行する 2列の材木列のうち北側のSA2130材木列は抜き取りを受けている。また、柱痕跡が直径15～20cmと やや

太く、しかも掘り方の北側に寄っている。これに対して南側のSA2135材木列は北側のSA2130材木列から芯々で約 4

m離れて並行するが、こちらは抜き取りを受けず、柱痕跡も10～ 15cmと若干細く、その位置も掘り方のほぼ中央に

ある。これは、北西に約180m離れた第148次調査区で検出されたSA2030材木列とSA2035材木列の様相と同様である。

遺構の状況と位置関係からは、両調査区で検出された各 2列の材木列は関連する可能性が高いと言える。第148次調

査区のSA2030材木列はSA2130材 木列へ、第148次調査区のSA2035材 木列はSA2135材 木列へと連続する遺構になると

考えられる (第 12図 )。 なお、今回検出されたSA2130材木列とSA2135材木列は直接の重複関係はないため新旧関係

は断定できない。

平成14年の第148次調査の時点では、 2列の材木列のうち北側のSA2030材木列が I期官衛の北辺になっている可

能性も考えたが断定はできなかった (註 3)。 しかし、平成15年に I期官衡東辺における第152次調査 (註 4)で 2

列の材木列が確認され、さらに今次調査において第148次調査の材木列に連続する可能性のある材木列が確認された

結果、 I期官衛の北辺について新たな可能性が考えられるようになってきた。前述したように、北側のSA2130材木

列の柱痕跡は直径15～20cmで 、南側のSA2135材木列の柱痕跡が10～15cmで あるのに比べるとやや太く、柱痕跡が掘

り方の北側に寄っている。また、抜き取り溝が幅広で掘り方全体に及んでいるなどの特徴が認められる。これは第

152次調査で確認されたSA2055材 木列の様相と類似している。SA2055材木列は I期官行の正面である東辺の最も外

側の材木列であることから、今回確認されたSA2130材木列も官衛の最も外側の材木列であった可能性が考えられる。

ただし、SA2130材木列に連続すると推定される第148次調査のSA2030材木列は I期官衛期の掘立柱建物跡を切って

いることから、SA2030材木列は造りかえられていると考えられる。

SA214Cl一 本柱列については、第152次調査で検出されたSA2∞5が同様の遺構であり、第152次調査の場合はSA2∞ 5

の掘り方が半ば切りながら並行するSA2∞0材木列の補修の可能性も考えられている。今回検出されたSA2140-本柱

列もSA2135材木列を切る別の遺構である可能性と、SA2135の 補修である可能性の両方を考えておきたい。

遺物のうちSA2135の 掘り方から出土したC-1002年は、体部が半球形を呈し口縁部が直立気味になる「関東系」

のrThで ある。このタイプの年は I期官衛の遺構であるS1412(註 5)な どから出土している。

S12186堅穴住居跡は床面からC-1003高 lTNが出土したことから、南小泉期と考えられる。南西に約120m離れた第

31次調査SD3愛 (註 6)か らは南小泉式の杯や高郷が出土していることから、この付近には遺構密度は低いものの、

古墳時代中期の遺構が分布していることが明確となった。

(註 1)「第1関次発掘調査 J

(註 2)「第148次発掘調査」

(註 3)註 2文献、41頁

(註 4)「第152次発掘調査」

(註 5)「第斃次発掘調査」

(註 6)「第31次発掘調査」

『郡山遺跡斃』仙台市文化財調査報告書第銹9集 20餡

『郡山遺跡23』 仙台市文化財調査報告書第263集  2003

『郡山遺跡24』 仙台市文化財調査報告書第%9集 20M

『郡山遺跡Ⅲ』仙台市文化財調査報告書第墾集 1983

『郡山遺跡Ⅲ』仙台市文化財調査報告書第46集 1983
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Ⅳ.第 175次発掘調査

1 確認状況 (拡張区、南から)

3 完掘状況 (南東から)

写真図版 2 SA2130材木列
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1 確認状況 (拡張区、南から)

2 断面

写真図版 3 SA2135材木列

3 確認状況 (南東から)
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l SA2140断面 (北西から)

2 調査区全景 (南から)

3 出土遺物

写真図版 4 SA2140、 調査区全景、出土遺物



第 2章 郡山遺跡

V.第 176次発掘調査
1.調査経過
第176次調査は個人住宅建築工事に伴う調査である。平成18年 8月 2日 付で仙台市太白区郡山 3丁目11-16におけ

る住宅建築に伴う発掘届が提出された。住宅の基礎工事によって遺構が破壊されると想定されたため、調査を実施

することとした。

当該地は方四町Ⅱ期官衛北辺の外溝のさらに北側である。

調査は 9月 5日 に実施した。調査区は東西 3m×南北 7mに設定したが、盛土層下面における実質の調査区は東西

2.Om× 南北55mである。盛土下55cm下は厚さ約20cmの 旧水田耕作土で、その下層は厚さ約30cmの畑の耕作土となっ

ている。その直下は厚さ約70cmに 及ぶにぶい黄橙色の砂層が堆積しており、さらに下層には礫を多量に含む砂層が

認められた。最終的に地表面から約 2m下まで掘り下げたが、遺構は確認できず遺物も出土しなかった。今回畑の

耕作土の直下で確認した砂層は、南西に約200m離れた第167次調査区 (註 1)の調査結果からすると河川の堆積土

である可能性が高く、これによって遺構面は既に失われていると判断された (註 2)。 このため当日中に埋め戻しと

整地作業を行い、調査を終了した。

(註 1)仙台市教育委員会「郡山遺跡・長町駅東遺跡」『平成17年度 宮城県遺跡調査成果発表会発表要旨』2005

(註 2)平成17年に「あすと長町土地区画整理事業」に伴う第167次調査が実施されている。この調査では、広瀬川

の旧河道と考えられる河川跡が確認され、これによる大規模な侵食によって、Ⅱ期官衡の外溝などの古代の遺構

が削られて消失している状況が明らかとなっている。今回確認された砂層が第167次調査で確認された河川跡と同

一のものと断定はできないが、今次調査区は第167次調査区と広瀬川との中間に位置することから完全に旧河道の

中に入つている可能性がある。
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第13図 第176次調査区位置図
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建築予定範囲
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第14図  第176次調査区設定図
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Ⅵ。第177次発掘調査

1.調査経過
第177次調査は個人住宅建築工事に伴う調査である。平成18年 9月 20日 付で仙台市太白区郡山 6丁目202-3にお

ける住宅建築に伴う発掘届が提出された。住宅の基礎工事によって遺構が破壊されると想定されたため、調査を実

施することとした。

当該地は I期官衡の南西部に位置している。北

西50mに は第99次調査区 (註 1)、 南東50mには第

100次調査区 (註 2)力 あゞり、それぞれ I期官行の

西辺や南辺の材木列が発見されている。また北側

に隣接する第123次調査区ではⅡ期官行期の掘立

柱建物跡が検出されている。

調査は 9月 28日 から開始した。重機によって表

土を除去し、遺構確認作業を開始したが、湧水が

激しいため排水作業を行いながらの調査となった。

調査を終了したのは10月 4日 で、翌日の10月 5日

に一部補足調査を行いながら埋め戻しと整地作業

を行った。

＝

日

，

Ｔ

道

路調査区

建築予定範囲

第15図  第177次調査区設定図
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Ⅵ.第 177次発掘調査

2.調査方法と基本層序                 i登 こ二
(1)調査方法

調査区は建物建築予定部分の南寄りに東西8.5m×南北 3mで設定した

が、重機により盛土および I・ Ha層を除去した後は東西 7mに縮小し、Ⅱ

b層、Ⅲ層、Ⅳa層上面で遺構確認作業と精査を行った。なお、湧水が激し

いため調査区南壁沿いに側溝を掘って排水作業を行った。また、調査区を

埋め戻す際に、本調査区外の北側と東側をそれぞれ1.2m拡張し、遺構の状

況を確認している。拡張後の面積は約24111である。

遺構実測のための基準杭は調査区の方向に合わせて設定し、平面図はこ

の基準杭を基に簡易遣り方を組んで 1/20で作成した。断面図も 1/20で作成

している。写真はデジタルカメラで撮影した。

(2)基本層序
I～Ⅶ層まで確認し、Ⅲ～Ⅳ層上面が遺構確認面である。

I層  盛土層。

Ⅱa層  10YR 3/3暗褐色粘土質シル ト。層厚約網～60cmで、黒褐色粘土ブロックを少量含む。盛土以前の耕作土

である。

Ⅱb層 10YR 4/2灰黄褐色粘土質シル ト。層厚約20cmで 、調査区西部にのみ分布する。

Ⅲ層 10YR 4/3に ぶい黄褐色粘土。層厚約20cmで 、暗褐色粘土、灰黄褐色粘土ブロックを少量含む。

Ⅳa層 10YR 4/4褐色粘土質シル ト。層厚約 8 cmで、暗褐色シル ト質粘土ブロックを少量含む。

Ⅳb層  10YR 2/3黒褐色粘土。黒褐色シル ト質粘土ブロックを斑状に含む。層厚約 5 cmで 、調査区東側の一部に

分布する。

Ⅳc層  10YR 4/4褐色粘土。暗褐色粘土を管状に少量含む。層厚約15cmで 、調査区東側の一部に分布する。

V層 10YR 4/4褐色粘土。黒褐色粘土ブロックを斑状に少量含む。層厚約30cmで ある。

Ⅵ層 10YR 6/2灰黄褐色粘土。層下部ににぶい黄橙色粘土を多量に含む。層厚約70cmで ある。

Ⅷ層 10YR 6/1褐灰色粘土。層厚約10cm以 上である。

3,遺構と遺物
今回の調査では柱穴 2基、竪穴遺構 1基、土坑 3基、ピット20基を確認した。柱穴は 2基が重複してはいるが、

確認できたのは 1箇所のみで、対応する柱穴は確認できなかったが、掘立柱建物跡として取り扱っている。古いほ

うをSB2145a、 新しいほうをSB21徊9と した。

SB2145a掘立柱建物跡 調査区南部で柱穴を 1基確認した。掘り方は一辺約70× 90cmの 隅丸長方形で、深さは約
80cmである。底面で直径約20cmの 柱痕跡を確認している。掘り方の埋め土は 3層 に分層した。なお、埋め戻しの際

に調査区北側と東側を拡張して対応する柱穴の確認に努めたが確認できなかった。遺物は掘り方埋め土から非ロク

ロ調整の土師器片10点が出土した。

S12188竪六遺構を切り、SB2145bに切られている。

SB2145b掘 立柱建物跡 調査区南部で柱穴を 1基確認した。掘り方は一辺約60cmの 歪んだ方形で、深さは約80cm

である。掘り方の中心からやや東寄りに一辺約50cmの 方形の抜取り穴がある。抜き取りは深さ約60cmで、掘り方底

面までは及んでいないため、抜取り底面で直径約20cmの 柱痕跡と掘り方埋め土を確認した。遺物は抜取り穴や掘り

調査区断面
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第 2章 郡山遺跡

方埋め土から非ロクロ調整の土師器片、須恵器片、焼骨片など約50点が出土した。須恵器E-527盤 (第 18図 1)は

抜取り穴から出土した。

S12188竪穴遺構、SB2145aを切っている。

S12188堅 穴遺構 調査区南壁際に位置する。東西約33m以上、南北20m以上の不整な平面形である。深さは約30

cmで、壁は傾斜を持つて立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、柱穴等の施設は確認できなかった。堆積土は 3層

である。遺物はハケメ調整の甕など、非ロクロ調整の土師器片が約60点、須恵器片 2点が出土した。

SB21Ъa・ 2里酌に切られている。

SK2189土坑 調査区南東コーナーに位置する (第 17図南壁断面図)。 大部分が調査区外となっているため平面形

は不明瞭である。大きさは東西60cm以上、南北50cm以 上、深さは約20cmで ある。堆積土は 1層で、遺物は非ロクロ

A
970m

B´

脚
m

S12188

0                 2m

層  位 色   調 性   質 混 入 物  そ の 他
10YR4/曼 灰蕎褐缶 雅土質シル ト 土師器片少量SK2189

S12188

SB2145a

SB2145b

ЮYR3/2 黒褐色 粘士 Hき褐色粘土ブロック少挺、酸化鉄少還

2 10YR2/2 黒褐色 粘土 暗褐色粘土縞状に含む、酸化鉄を含む

3 10YR4/3 1こぶい黄褐色 粘 土 炭化物少量

1 ЮYR4/1 褐灰色 粘 上 土師器片を含む

2 10YR3/1 黒褐角 粘 土

3 10YR5/1 褐灰色 粘土 白色粘土多量

| 10Yミ3/2 黒lF7色 粘土 白色粘土少量

2 10YR3/3 ‖音褐色 粘 土 白色粘土ブロックを含む

3 ЮYR4/2 灰黄褐色 粘 i 白色粘土少Ц

10YR4/1 楊灰● 粘 十

第17図 第177次調査区全体図、南壁断面図、SB2145断面図

%



Ⅵ.第177次発掘調査

調整の土師器片が16点出土した。土師器C-1004(第 18図 2)は脚部を欠損するが高tThと推定される。

SK2191土坑 調査区東壁際に位置する。大部分が調査区外となっていたが、拡張した際に全体を検出した。平面

形は東西約70cm× 南北80cmの 隅丸方形である。深さは約30cmで 、壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は 1層で、遺

物は非ロクロ調整の土師器が 2点出土した。

SK2192土坑 調査区北側の拡張区に位置する。大部分が調査区外となっているため規模は不明であるが、円形を

呈するやや規模の大きな遺構と考えられる。遺構確認のみで精査を実施しなかったので詳細な時期や性格は不明で

ある。

ピット 20基検出した。柱痕跡を確認できたのはP13のみで、詳細な時期や性格は不明である。遺物はP3・ 5・

7・ 8・ 9。 14・ 18か ら少量の上師器片が出土している。

4。 ま とめ

SB2145aと SB214酌 の掘立柱建物跡は各 1基の柱穴が重複している。前述したように、これらに対応する柱穴は調

査区の北側と東側拡張区では確認できなかったので、調査区からは斜め方向の南東や南西に展開する建物である可

能性がある。これはSB2145bに ついても同様である。方向性は I期官行の遺構と共通するが、SB2И駒の抜取り穴か

ら出土した須恵器E―磁7盤は 8世紀前半頃と考えられることから、I期官衡の年代とは隔たりがある。SB2145の 年

代は、現段階では判断はできない。

0                           10cm

遺構・層位 土師器 須恵器 その他

SB2145a

SB214「ob 48 焼骨 1

S12188 4

SK2189

SK2191

1

1

2

P14

1

遺構確認面 % 2

壁面・側溝

表 5 第177次調査遺物集計表

(註 1)仙台市教育委員会「郡山遺跡第99次調査」『郡山遺跡XⅣ』仙台市文化財調査報告書第178集  1994

(註 2)仙台市教育委員会「郡山遺跡第100次調査」『郡山遺跡XⅣ』仙台市文化財調査報告書第178集  1994

萎 プ

登録No 地区・遺構・層位 種別・器種 遺存度
法量 (cm)

調整・特徴
真

版

写

図日径 底径 器高

〕 [527 SB2145b・ 抜き取 り大 1/8 (釣 0) ロクロ調整、底部～体部下端回転ヘラケズリ、自針なし

2 C■ llly SK2189 土師器 高郷 杯部 lT13 (214) 不明 不明
口縁部ヨコナデ、体部ハケメ→ナデ、内面ヘラミガキ・黒色処理

由針多量

第18図 第177次調査出土遺物
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第 2章 郡山遺跡

1 調査区全景 (東から)

2. SB2145凹両面 (テ煮か ら) 3 SB2145オ主穴完!屈‖犬況

4.出土遺物

写真図版 5 調査区全景、SB2145、 出土遺物
つ
う



Ⅷ.第 178次発掘調査

Ⅶ.第 178次発掘調査
1.調査経過
第178次調査は範囲確認調査である。今回の調査区の北側10～25mには平成15年度の第152次調査区 (註 1)と平

成17年度の第171次調査区 (註 2)があり、南側には平成17年度の第168次調査区 (註 3)や平成16年度の第158次調

査区 (註 4)が位置している。第152次調査では I期官衡東辺の材木列が 2列 と一本柱列が 1列、溝跡 2条が並行し

て発見され、これと一部重複する第171次調査では、 I期官行の最も外側の材木列であるSA2055のさらに東側に約

8m離れて並行するSD2125溝 跡が確認されていた (註 5)。

今回の調査は、このSD2125溝 跡の南側の延長部分を確認し、幅や深さ等を確認する目的で実施した。

調査は平成18年 10月 拗日から開始した。重機によって表土を除去し、遺構確認作業を開始した。Ⅱ層上面の遺構

精査終了後、SD2150の 精査を行ったが、溝の幅、深さ共に予想を超えた規模であり、また換の集中地点が認められ

るなどしたため、12月 4～ 5日 に重機によって排土の整理と共に調査区を追加、拡張して精査を続けた。なお、 2

区と 3区の間には水道管が通っているため 3区は離して設定した。調査を終了したのは12月 20日 で、翌日の21日 に

遺構の養生を行い、22日 に重機によって埋め戻しと整地作業を行った。

2.調査方法 と基本層序
(1)調査方法

当初の調査区は東西13m× 南北 4mの 1区、1区の南西側に東西 3m×南北 5mの 2区を設定したが、後に 2区南

部の東側を lm、 南側を 2m拡張するとともに、 2区 の東側に東西 3m× 南北 5mの 3区を設定した。拡張後の面積

は約%�である。

重機により盛土および I層 を除去し、Ⅱ層、Ⅲ層上面で精査を行った。

鎌

第19図 第178次調査区位置図
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第 2章 郡山遺跡

遺構実測のための基準杭は調査区

の方向に合わせて設定し、後に基準

杭の座標値を測量する方法を取った。

平面図はこの基準杭を基に簡易遣り

方を組んで 1/20で作成した。断面図

も 1/20で作成している。写真は35mm

モノクロフィルムとリバーサルフィ

ルムを一眼レフカメラで撮影し、補

助的にデジタルカメラでも撮影した。

隣  地       0      5m

第20図  第 178次調査区設定図

(2)基本層序

厚さ約50～70cmの 盛土層下に I～ Ⅲ層まで確認した。Ⅲ層上面が遺構確認面である。

Ia層 10YR 2/2黒褐色シル ト。木炭粒・焼土粒を多量に含む。盛土以前の耕作土で、 2区に分布する。

Ib層  10YR 3/2黒褐色粘土質シル ト。盛土以前の耕作土。

Ic層 10YR 4/2灰黄褐色粘土。盛土以前の耕作土で、 1区東半に分布する。

Id層  10YR 4/3にぶい黄褐色シル ト。盛土以前の耕作土で、Ⅱ層を攪拌している。

Ⅱ層 10YR 4/4褐色シル ト。層厚約10～ 30cm。 にぶい黄褐色シル ト粒を多量に含む。褐色シル トブロック (径

20～50mm)を 少量含む。黒褐色粘土ブロックを少量含む。旧耕作土と推定される。上面が 1区のSD2193や

2区のSD2198な どの確認面である。

Ⅲ層 10YR 4/3にぶい黄褐色粘土。層厚約20cmで、暗褐色粘土、灰黄褐色粘土ブロックを少量含む。 1区の東

半部は以前に家屋があったためかグライ化が著しい。上面がSD2150の確認面である。

3.遺構と遺物
今回の調査では溝跡 7条、柱穴 1基、土坑 1基を確認した。これらの遺構のうちSD2150溝跡と柱穴 1基が I期官

衛に係わる遺構、SK2199が古代の遺構で、その他は近世以降と考えられる。

SD2150溝帥  1区西部を北東から南西方向に横断する大規模な溝跡で、2区では西側の肩、3区では東側の肩を

検出している。 1区では、西壁下に幅約1.6mの テラス状の平坦面 (註 6)を 伴う段差があり、その東側にさらに一

段深い部分が認められた。

西壁下のテラス状の平坦面については、このすぐ近くに土坑状の窪みが集中している (註 7)こ とから、土坑状

の窪みの連続によって結果的にテラス状の平坦面を形成している可能性も考えられる。 2区においても土坑状の窪

みが連続して西壁 (註 8)下 にテラス状の面が形成されているが、 2区の場合は 1区のような平坦面ではなく、明

らかに土坑状の窪みの底面が連続して凹凸面となっている。 1区のテラス状の平坦面については、 2区とは状況が

異なっていることから、土坑状の窪みとは関係なく最初から存在していたと考えられる (註 9)。 なお、土坑状の窪
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Vll.第 178次発掘調査

みは、溝が機能していたある時期、溝

の半ば堆積途中で掘られたものと推定

されるが (註 10)、 その性格等につい

ては明らかにできなかった。

以上のように、西辺は不確定であるが、

上幅は最大で6.3m、 最小の場合でも約

50mと 推定され、底面幅は東側の最深

部で3.Om、 深さは東側上端から約1.lm、

西側のテラス状の平坦面から約50cmで

ある。西側のテラス状の平坦面は最も

広く捉えた場合で幅約1.6m、 深さは55

～60cmである。断面は、東側の部分だ

けを見ると逆台形を呈し、底面は平坦

である。壁の下半部は急角度で立ち上

がるが、上半部はやや緩やかな角度と

なる。確認した長さは各区を総合して

約 14111で、方向は概ねN―艶
°
一Eである。

堆積土は、最上層が黄褐色粘土ブ

ロックや黒色シル トブロックを多量に

含む厚さ40～50cmの 灰黄～暗褐色粘土

であり、人為的に埋め戻されている。 第22図  SD2150部分図 (2区 )

|

E12

0

0                10cm

①

可

掛

鰍

Ⅷ

ｏ
0              5cm

登録No 地区・遺構・層位 純別・器種 遺存度
法塁 (cm)

調整 特徴
真

版

写

図日径 底径 器高

C■ 007 1区・ SD2150下層 土師器 甑 1//4 (知 4)

口縁ヨヨナデ、体部ハケメ→部分的にナデ、手持ヘラケズリ、粗
いヘラミガキ、内面口縁ヨコナデ、体那ヘラミガキ、体部下端部

分的にヘラナデ、自針なし

62

2 2X・ SD2150 土師器・豚 ほぼ完形 125
日縁部 ヨコナデ、体部ケズリ→粗いヘラミガキ、内面ヘラミガキ、

自針なし
61

No 登録 No 地ば 遺構 庸位 種別・器rt 遺存度 特   徴
真

版

写

図

3 N a 129 l区 'SD2150と 層 鉄製品・釘 1まIF完形 長さ5 2ciれ 、 幅0 9cm、  厚さ0 8cm、  1三 電39E 63

第23図  SD2150出土遺物
０
０



第 2章 郡山遺跡

南壁

西壁

C~     D D ll 10m

0                 2m

層  位 色   調 性   質 混 入 物  そ の 他

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘土
褐色粘土ブロック (径 10～ 80mm)多是、
黒褐色ンル トブロック (径 20～50mm)少 量、北壁の 1層

2 10YR5/3 イこぶい黄褐色 細砂 酸化鉄 (斑文状)少量、北墜の9層

3 10YR3/3 1占褐色 粘土 括ミ遼信畳樹群ミ認撻圭季日子多耀鋸廷柵!1擦状に入る
10YR4/3 1こぶい黄褐色 粘土 黒褐色粘土ブロック (径 10～ 20mm)・ 黄褐色粘土ブロック (径 10～ 20mm)多 互

5

10YR4/3 1こぶい☆褐色
10YR3/2 黒褐色
10YR5/6 黄褐色

土

土

土

粘

粘

粘

ブロックの混合

6 10YR4/2 灰黄褐色 粘土
褐色粘土ブロック (径 5～ 10mm)黒 褐色粘土ブロック (径 5～ Юmm)少量
部分的に黒褐色粘土と互層になる

7
10YR4/2 灰黄褐色
10YR4/3 にぶい☆褐色

土

砂

粘

細
ブロックの混合、

部分的に互層
にぶい黄褐色粘土ブロック (径 5～ 10mm)少量

8 10YR4/3 1こぶい黄褐色 砂質シル ト 灰黄褐色細砂ブロックを斑文状に多量に含む、北壁の 12層

9

10YR4/3 ,こぶい黄褐色
10YR4/8 にぶい黄褐色
10YRS/3 とこぶい黄褐色 幹≧翔卜1瑯

部分的に暗褐色粘土ブロック (径 5mm)少 量、
にぶい黄褐色粘土ブロック (径 5mm)少 量、北壁の 13層

10

10YR3/S F旨褐色
10YR5/3 にぶい黄褐色
10YR4/2 灰黄褐色 とこ|ブ昆姜秩程彊3ち 北壁の 14層

① 1∝ R3/3 暗褐色 粘土 にぶい黄褐色シル トブロック (径 5mm)多 量、SD2119

② ЮYR3/3 暗褐色 粘土 灰黄褐色粘土ブロック (斑文状)多最、暗褐色粘土ブロック (径 30mm)少 量、SD2193

1 ЮYR4/2 灰黄褐色 粘土
褐色粘土ブロック (径 10～ 80mm)多邊、
黒褐色シル トブロック (径釣～50mm)少 星

2 ЮYR3/3 暗FgJ色 粘 七 褐色シル ト質粘土ブロック (径5～ 10mm)多 量

3 10YR3/3 暗褐色 粘土 褐色ンル ト粒多量

10YR4/3 とこぶい苦褐住 粘土 西半部が暗褐色粘土と互層

5 ЮYR4/3 1こ ぶい黄褐色 AHr土 悟冦雹驀望多哲サプ
ロツク
1湖獣臥る

6 ЮYR3/3 暗褐色 粘 七 東半部は暗灰黄色 (グ ライ化 )、 褐色粘上ブロック (径 10mn)少量

10YR4/3 にぶい黄褐色
ЮYR4/2 灰黄褐色 搬墜質カレト1卵 少是の酸化鉄が層状に入る

8 ЮYR4/3 1こ ぶい黄褐色 粘土
にぶい☆褐色粘土プロック (径Ю～301m)少量、
東半部がにぶい黄褐色 (10YR5μ )粘土と互層

9 ЮYR5/3 1こ ぶい黄褐色 細砂 酸化鉄 (斑文状)少量

10

10YR4/1 褐灰色
10YR5/2 灰黄褐色
10YR5/3 1こぶい黄褐色 補;1互層 黒褐色粘上ブロック (径 5～ Юttn)少見、木炭粒少量

11
10YR5/2 灰美褐色
10YR5/2 灰黄褐色 馬修

卜質粘土

1混
合 部分的に黒褐色粘■と互層になる

12 10YR4/3 1こぶい黄褐色 砂質ンル ト 灰黄褐色Ylq砂 ブロックを斑文状に多量に含む

13

10YR4/3 にぶい黄褐色
10YR4/3 1こぶい黄褐色
10YR5/3 1こぶい黄褐色 愁ζ渤卜1卵

部分的に暗褐色粘土ブロック (径5nm)少 量、
にぶい黄褐色粘土ブロック (径 5mm)少 量

14

10YR3/3 暗褐色
10YRS/3 1こぶい黄褐色
10YR4/2 灰黄褐角

土

七

十

粘

粘

結

ブロックの混合、

斑文状に混 じる
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第24図  SD2150断面図 (1区 )
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この埋め戻し土は溝東部の深い部分だけでなく、西側の浅い段差部分にも及んでいる。下層はすべて自然堆積層で

ある。壁際に流入土が認められるものの、粘土を主体とする互層と水平に堆積した砂層が認められた。砂の質は 1

区では細砂で粘土層との薄い互層となっている場合が多いが、 2区では比較的層が厚く、また粒子が粗い傾向にあ

る。このような層相から水成堆積層と考えられる。

2区において礫が集中する地点が認められた。礫は川原石と推定され、大きさは 5～ 10cm程度のものが大部分で

あるが、中には20cmに 達するものも認められる。礫群の中央部には25×Ъcmの大きな礫がある。断ち割 りをしなかっ

たので礫の重なり方は明確ではないが、一重～二重程度であり、さほどの厚みはないと考えられる。礫群の範囲は、南

北約2.3m、 東西は2.Om以上で、大部分が西壁下の浅い半円形の土坑状の窪み (註 11)内部に収まるが、一部の礫は

土坑状の窪みの外 (西)側にも認められたことから、礫の分布範囲は窪みの外側にも及んでいたと推定される (註

12)。 東側では溝の深い部分の堆積土であるやや粗い砂層 (註 13)の上に乗っている。なお、東側では礫の上を細砂

層 (註14)が覆っていることから、礫が集められた後も、ある程度の期間はSD2150に は一定量の水流があったと考

えられる。これらの礫の用途、機能については不明である。

2区東壁際では、礫群を覆っている細砂層 (註15)を 切る柱穴Plを確認しているが、これと組む柱穴を確認で

きなかったので掘立柱建物跡としては取 り扱わなかった。Plの掘り方は80cm× 60cm以上の長方形と推定され、柱

痕跡は直径約16cmの 円形である。掘り方は粘土層によって版築状に突き固められている。掘り方の上を細砂層 (註

16)が覆っているので、SD2150に 一定量の水流がある段階に掘られ、機能していたと推定される。掘り方からは土

東 壁 F´

-1100m
G 南 壁          G´ 1100m

束壁・

南壁

F

属 位 色   調 性   質 混 入 物 。 そ の 他

10YR3/3 暗褐色 粘 士
褐色ンル ト質粘土ブロック (径 10～ 30mm)多 壁、
黒褐色粘土ブロック (径 10～ 50削1)多量 (下部に多い)

2 ЮYR4/2 灰黄褐色 粘土質ンル ト
黒褐色粘土ブロック

黄褐色粘土ブロック

径 10～ 20mm)少 量、
径 10～ 20則‖)少量

3 ЮYR4/ 灰黄褐色 細砂 黒褐色粘土ブロック 径Юmm)微量、部分的に灰黄褐色粘土と互層になる
ЮYR4/ 灰黄褐色 粘■ 黒褐色粘■ブロック 径 10～ 30mm)多 量

5 ЮYR4/ にぶい黄褐色 細砂

6 10YR5/ にぶい黄褐色 細砂 灰黄褐色粘土ブロック (径 5～ 10mm)微景

7 ЮYR4/2 灰黄褐色 細砂

8 ЮYR4/2 灰黄褐色 粘土
黒褐色粘土ブロック (径 10～ 56Ⅲl)多量、にぶい黄褐色粘土ブロック (径Юmm)

少呈、灰黄褐色細砂多量

9 10YR4/ 灰黄褐色 粘士 黒褐色粘土ブロック (径5～ 10mm)少量

10
／

／

にぶい黄褐色

灰黄褐色 捕毒|ブロツクの混合
1) ЮYR4/2 灰黄褐色 細砂 (礫の隙間に入る )

掲色粘土ブロック (径 5～ 10mm)黒 褐色粘土ブロック (径5～ Юmm)・
にぶい美褐色粘土ブロック (径 5～ 10mm)多量

12 10YR4/ 灰黄褐色 やや粗い砂 この上に礫が乗 る

13
／

／

褐色

暗褐色 紹整1細かな互層
14 10YR5/ 灰黄褐色 粘土 暗褐色粘土ブロック (径 10～ 20mm)多 尾

15
ЮYR2/
10YR5/

黒色

にぶい黄褐色

土

＋

粘

胤
ブロックの混合

ЮYR5/4 1こ ぶい黄褐色
t:1属異将糊忌にぶい黄褐色粘土ブロック (径 10～ 80mm)多 塁
第25図  SD2150断面図 (2区 )



第 2章 郡山遺跡

師器片が 3点出土している。柱穴の用途は特定できなかった。

遺物は非ロクロ調整の土師器片324点 、須恵器片 5点、鉄製品 4点、鉄滓12点が出土した。鉄製品Na-129釘 (第

23図 3)は 1区の埋め戻し土から、土師器C-1007甑 (第23図 1)は 1区最深部の下層 (註 17)か ら出土した。土

師器C-10∝郷 (第23図 2)は 2区の礫群を覆う細砂層 (註18)か ら出土した。器形や調整技法から在地の土器と

考えられる (註 19)。

1区でⅡ層上面の遺構SD2119・ 21銘・2196・ 2197溝跡と、SD2193溝跡に切られ、 2区でⅡ層上面の遺構SD2198

溝跡に切られている。

SD2119溝跡  1区のⅡ層上面で確認した溝跡で、 1区の西部を南北方向に横断している。上幅約45～60cm、 底

面幅は30～Ъ cm、 深さ約35cmで 、断面形は上が開いた「U」 字形を呈する。壁は緩やかに立ち上がる。検出した長

さが約3.6mと短いため方向は確定しがたいが、概ねN-4° 一Eである。堆積土は 1層である。位置関係と形状から

第152次調査で検出したSD2119の 延長部分と考えられる。

遺物は土師器片が 2点出土した。

同じくⅡ層上面で確認したSD21銘・2196・ 2197溝 跡を切っている。

SD2193溝跡  1区のSD2150の 堆積土上面で確認した溝跡で、 1区のほぼ中央を南北方向に横断している。上幅

約75～ 90cm、 底面幅は範～Ъ cm、 深さ約35cmで、断面形は逆台形を呈

する。壁は緩やかに立ち上がる。検出した長さが約35mと 短いため方

向は確定しがたいが、概ねN-1° 一Eである。堆積土は 1層である。

遺物は土師器片 1点、鉄製品 1点が出土した。

SD2150溝 跡を切っている。

SD2194・ 2196・ 2197溝跡  1区のⅡ層上面で確認した溝跡で、 1区

の西部を東西方向に走っている。上幅約20～ 45cm、 底面幅は15～ 30cm、

名
SD2150

ド

Ｈ

980m
SD2198

N100

層  位 色   調 性   質 ・FL入 物  そ の 他
OYR4/3 1こ ぶい黄褐色 ンル ト質粘土

2 OYR3/2 黒褐角 粘土

3 OYR4/4 褐色 シルト 灰黄褐色シル ト質粘土ブロック (径 150mm)少 ξ

OYR4/2 灰黄褐色 粘土 褐灰色粘上ブロック (径 10mm)少量、傑多見

5 OYR4/3 1こ ぶい黄褐色 ンルト 褐色シル ト粒少量

6 OYR4/1 褐灰色 Xit 黒褐色粘土ブロック・褐色粘七ブロック (径 10～40mm)少 量、礫多量

7
10YR4/1 褐灰色
10YR4/2 灰黄褐色 姓ザ

カレト
1細
か瓶屑

第 26図  SD2198断面図
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第27図  Ⅱ層上面平面図
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深さ 3～ 7 cmで、断面形は浅い皿形を呈する。壁は緩やかに立ち上がる。検出した長さは約23～ 3.6mで、方向は

概ねE-2° 一Sである。堆積土は直上層に類似している。同じような形状の溝跡 3条が並んでいることと堆積土の

状況から、これらは直上層の耕作に伴う小溝状遺構群である可能性が高い。

遺物は出土しなかった。

SD2119溝跡に切られている。

SD2198溝 跡  2区のⅡ層上面で確認した溝跡で、西壁際を南北方向に縦断している。東側の肩から下端にかけて

検出できたのみである。上幅は1.2m以上、底面幅は45cm以上、深さ約100cmで ある。東壁は急角度で立ち上がるが、

上方はやや緩やかになる。検出した長さは約7.2m、 方向は概ねN-3° 一Eである。堆積土は自然堆積層であるが、

礫が大量に含まれる。

遺物は土師器片、須恵器片、陶器片、鉄津などが少量出土した。

SD2150溝跡を切っている。

SK2199土坑 3区南東コーナーに位置する。東西1lm以上、南北1.4m以上である。堆積土上部に灰白色火山灰を

含んでいるので古代の遺構と考えられる。約10cm掘 り下げたのみで、それ以上の精査は行わなかった。土師器片 2

点、須恵器片 1点が出土した。

4。 まとめ

SD2150溝跡は、方向や出土遺物などから I期官衛期の遺構と判断される。これまで確認されている I期官衛期の

溝跡の中では最も幅広で深い。位置関係から、北東に約30m離れた第171次調査区で確認されたSD2125溝 跡と連続す

る遺構であると考えられる。第171次調査SD2125はごく一部のみの調査に留まっているが、深さが約45cmと 浅く、

底面の標高は約9.5mで ある。 1区 におけるSD2150の 深さは、西側の段差部分で約50cm、 東側の深い部分で約 110cm、

底面の標高は、西側の段差部分で約9.3m、 東側の深い部分で約86mで あるので、第171次調査区のSD2125溝跡は

SD2150の西側の段差部分に対応する可能性がある。なお、第171次調査区ではSD2125の幅を約230cmと 推測 したが

(註20)、 これではSD2150の 溝幅6.3mとは一致しない。これには次のような理由が考えられる。171次調査区埋め戻

しの際に、調査区南側を拡張してSD2125の東側の肩を確認したが、仮に拡張した部分のSD2125の 堆積土が、今回調

査したSD2150と 同じように最上層の埋め戻し土に黄褐色粘土ブロックが多く含まれていた場合、これを基本層Ⅲ層

と誤認した可能性がある。したがって第171次調査でSD2125の 東側の肩と判断した箇所は堆積土の違いであった可

能 J性がある。

第171次調査区のSD2125溝跡はSA2055材木列から東に約 8m離れて並行しているが、このSA2055材木列は、 I期

官衡東辺を構成する複数の材木列や一本柱列のうちで最も東側にあるので、SD2125溝跡とSD2150溝跡は I期官衛東

辺のさらに東側に位置することとなる。当調査区の 2区から約30m西 の地点には I期官行中枢部の区画に設置され

たSB1795F弓 跡 (註21)が あり、この付近が I期官衛の正面と考えられている。SD2150溝跡を南西方向へこのまま延

長していくと、SB1795F弓 跡から約25m離れてはいるが、その正面を通過することとなる。

SD2150溝跡の下層の堆積土は、層相から水成堆積層であると考えられた。大部分は細砂であるが、 2区では粗砂

に近いものも認められた。ただし、堆積土すべてが砂層ではなく、粘土や粘土質シル トを主体とする互層も認めら

れることから、ほとんど流れずに澱んだ状態もあったと考えられる (註 22)。 このことと、溝跡が幅広で深いこと、

溝底面が平坦であること、また北東には広瀬川が流れていることなどから類推すると、SD2150溝跡は「運河」とし

ての機能も持っていた可能性が考えられる (註 23)。 ただし「運河」として確定するためにはまだ検証すべき項目が

数多くあることから、今回はその可能性を指摘するに留めておきたい (註斃 )。

なお、 2区のSD2150内 部に認められた撰については、礫が砂層の上に乗り、さらにその上を別の砂層が覆ってい

35
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Ⅶ.第178次発掘調査

ることから、SD2150に 水が流れている時点で

集められたものと推定した。調査区の制約に

よつて礫群の東側の状況は確認できず、性格

も特定できなかった。すく
ヾ
北側で確認された

柱穴Plについても用途は確定できなかった。

遺構・層位 土師器 須恵器 金属製品 陶器 磁 器 その他

SD2150 3% 5 4 鉄滓12

SD2119 2

SD2193 1 l

SD2198 1 3 1 鉄洋 2

S率鬱199 1

Pl・ 掘り方

I・ Ⅱ層 2 28 瓦 6、鉄滓 4

表 6 第178次調査遺物集計表

(註 1)仙台市教育委員会 「第152次発掘調査J『郡山遺跡泌』仙台市文化財調査報告書第%9集 20髄

(註 2)仙台市教育委員会 「第171次発掘調査」『郡山遺跡鍋』仙台市文化財調査報告書第2%集 20∞

(註 3)仙台市教育委員会 「第168次発掘調査」『郡山遺跡26』 仙台市文化財調査報告書第296集 20∝

(註 4)仙台市教育委員会「第158次発掘調査」『郡山遺跡25』 仙台市文化財調査報告書第路磐自 2005

(註 5)SD2125は 調査区の南東隅に位置していたため部分的な精査に留まっている。埋め戻しの際に調査区南側を

一部拡張して幅を約2.3mと 推定しているが、今回の調査結果からすると幅の数値については修正する必要がある

と考えられる。

(註 6)第 21図 中①地点

(註 7)1区 平面図のa～d地点が土坑状の窪み。北壁断面図 (第斃図下)4・ 5層、 1区西壁断面図 (第斃図右上)
3・ 4層、 1区南壁断面図 (第24図左上)3・ 4層、 5。 6層がこの堆積土に相当する。

(註 8)2区 における西壁は明確ではないが、図中f地点が西壁と想定される。

(註 9)1区 北壁断面図のSD2150の 堆積± 8層 と11層がOcm程 このテラス状の平坦面の上に乗っていることから、

平坦面 (西壁の段差)が存在したことが確認できる。ただし当初からこの幅 (約 1.6m)であったかどうか断定は

できない。

(註10)1区北壁断面図の 4・ 5層や 2区南壁断面図の 8。 14層 の上には溝の埋め戻し土が覆っていることから、

埋め戻しの段階ではこの部分は窪んでいたことが判る。また、 2区南壁断面図 (第25図右)の 8・ 14層は、溝の

堆積土に続いているので、この部分は溝が機能していた時期に掘り込まれたと考えられる。後述する礫の集中地

点についても土坑状の窪みと関連がある。

(註11)SD2150の上面及び堆積土中においてプランは確認できなかった。

(註 12)す ぐ西側にSD2150を 切るSD2198溝跡が位置しているが、このSD2198の 堆積土中には多くの礫が認められた。

断定はできないが、これらがSD2150の 窪みの外側にあった礫である可能性は考えられる。

(註13)2区東壁断面図 (第25図左)の 12層

(註14)2区東壁断面図の 6層・ 5層・ 3層

(註15)2区東壁断面図の11層

(註16)2区東壁断面図の 3層

(註17)1区北壁断面図 (第斃図下)の 13層

(註18)2区東壁断面図の 3層

(註 19)C-1006rTxは 、ゃゃ厚手で、丸底の体部とわずかに開き気味の口縁部を有し、内面および外面底部にヘラ

ミガキが施されている。内面の黒色処理は確認できず、はじめから黒色処理が施されていないのか、後で失われ

たのか判断しがたいが、全体的には I期官衛期の遺構に認められる在地の土器と共通する特徴を有している。

(註20)仙台市教育委員会「第171次発掘調査」『郡山遺跡96』 仙台市文化財調査報告書第296集  2006

(註21)仙台市教育委員会「第122次発掘調査」『郡山遺跡XⅨ』仙台市文化財調査報告書第234集 1999

つ
０



第 2章 郡山遺跡

(註2)恒 常的に水があつたかどうかは不明である。

(註23)県内で運河状遺構として報告例があるのは、多賀城跡南面に位置する市川橋遺跡と赤井遺跡である。市川

橋遺跡の場合は河川を直線的に改修した大規模なものであるので比較できないが、赤井遺跡で 「SD365運河状遺

構」とされた溝跡は区画溝と運河としての両機能が考えられている。この「SD路5運河状遺構Jは上端幅45m前

後、底面幅が3.5m前 後で、底面は平坦であるなど、SD2150と 共通点が多く認められる。

(註斃)北東、南西方向のつながりは不明である。また北東方向へ約600m直線的に延長すると広瀬川に達するが、

この地点における川の水面標高は通常 5m以下であり、SD2150底 面の標高8.6mと比べるとかなり差がある。当時

の水面標高が現代よりも高かった可能性や、本書「第176次発掘調査」で述べたように、河川の流路が現代とは大

きく異なって遺跡北部にかなり近い地点を流れていた可能性などがあり、川からの取水ルートなどは不明である。

土師器C-1006出 土状況

０
０

写真図版 6 SD2150出土遺物



WⅡ  第178次発掘調査

l SD2150完 掘状況 (lД・束から)

2 SD2150断 面 (1区北壁 )

写真図版 7 SD2150溝跡 (1)
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1.SD2150断面 (1区北壁・部分)

2.SD2150断 面 (1区西壁 )

40 写真図版 8 SD2150溝跡 (2)

3.SD2150断 面 (1区南壁・部分)



Ⅶ.第 178次発掘調査

1_SD2150礫 出土状況 (2区・南から)

SD2150礫出土状況 (2区・北から)

写真図版 9 SD2150溝跡 (3)
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1.SD2150断 面 (2区南壁 )

2.SD2150断 面 (2区東壁)

42
写真図版10 SD2150溝跡 (4)

3 SD2150断 面 (2区東壁)



Ⅶ.第 178次発掘調査

1.3区全景 (南から)

2.3区全景 (北東から)

3.断面 (3区 )

写真図版1l SD2150溝 跡 (5)
43
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Ⅷ.第179次発掘調査
1.調査経過
第179次調査は個人住宅建築工事に伴う調査である。平成18年 10月 23日 付で仙台市太白区郡山 2丁 目団 -11におけ

る住宅建築に伴う発掘届が提出された。住宅の基礎工事によって遺構が破壊されると想定されたため、調査を実施

することとした。

調査区は方四町Ⅱ期官衛西辺から官衡内部4Cl～50m

の地点にあたるため、Ⅱ期官衛に係わる遺構が検出さ

れる可能性も考えられた。

調査は11月 6日 に開始した。調査区は東西 8m× 南

北 3mに設定し、重機で盛土層を除去した後、精査を

実施した。盛土下 1.41aa下で旧水田耕作土と推定される

粘土層を確認し、さらにその下層で確認した黄褐色粘

土層上面で遺構確認作業を行ったが、遺構は確認でき

ず遺物も出土しなかった。下層観察を行ったところ、

郡山遺跡での通常の遺構確認面よりも下層で認められ

る粘土層が確認されたので、過去の土取り等によって

遺構面は既に失われている可能性が高いと判断した。

11月 8日 には全景写真や図面作成を終了し、 9日 に埋

め戻しと整地作業を行い、調査を終了した。

第29図 第179次調査区設定図

44

第30図 第179次調査区位置図



I.調査の経過と方法

第 3章 陸奥国分寺跡
I。 調査の経過と方法

1.調査経過
陸奥国分寺跡は若林区木ノ下に所在する。大正11年 (1922)に 国史跡となり、昭和30年 (1955)か ら塾年 (1959)

にかけて実施された学術調査により主要伽藍の概要が明らかとされている。その後昭和T年からは史跡公園として

整備するため断続的に調査が行われてきたが、今年度からは整備計画を策定することを目的とした調査を継続的に

実施していくこととなった。第 1年次にあたる今年度は、伽藍地南辺と北辺部の状況を明らかにすることを主要な

目的とした。

5月 23日 に重機によって 1区の表土除去を開始し、翌日から精査を開始した。 1区における南辺築地の精査が進

んだ段階で調査区を拡張する必要性が認められたため、 6月 5～ 6日 に 2・ 3区の表土除去作業終了後に 1区北部

と南部を拡張した。その後は各区を併行して精査を進めたが 2区 と 3区は遺構・遺物が多かつたために調査期間が

長くかかっている。 7月 28日 には指導委員会による現地指導を受け、 8月 5日 に現地説明会を実施し、 8月 9日 に

はすべての調査を終了した。埋め戻しと整地作業は 8月 9～ 10日 に行った。各区の調査面積と調査日程は以下のと

おりである。

1区  195∬  5月 23日 ～ 6月 19日 、 2区  120�  6月 5日 ～ 8月 9日 、 3区  理 ∬  6月 6日 ～ 8月 8日

4区  168∬  6月 27日 ～ 8月 9日 、 5区  72n1 6月 27日 ～ 7月 19日 、 6区 判だ  6月 28日 ～ 7月 18日

2.調査方法
(1)調査方法

伽藍地の南辺西部に 1区、わⅡ藍地の北側に 2・ 3区、寺地北部に 4～ 6区を設定して調査を開始した。このうち

1区は調査中に拡張し、拡張後の総面積は約739�である。

重機で盛土層と旧表土層を除去し、その直下層上面で精査を行った。なお、遺構は完掘せずに保存することを前

提とし、基本的に土坑などは半裁まで、柱穴などのピットは柱痕跡を確認するまでに留めることとしている。

遺構実測のための基準杭は調査区の方向に合わせて設定し、後にこの座標値を測量する方法をとった。平面図は

基準杭を基に簡易這り方を組んで 1/20で作成した。断面図も 1/20で作成している。写真は35mmモ ノクロフィルムと

リバーサルフィルムを一眼レフカメラで掃影し、補助的にデジタルカメラでも撮影した。

(2)基本層序

調査区が広範囲なため、 1～ 6区まで全区に共通する基本層序を把握することは困難であるが、盛土層下は概ね

以下のように分けられる。

I。 現代の表土層で暗褐色シルト～粘土質シルト層、 1区 と2区はこの上に校庭の砂と基盤層が乗っている。

Ⅱ。旧耕作土で、暗褐色や黒褐色のシルト層。

Ⅲ。旧表土と推定される黒褐色の粘土層。

Ⅳ.褐色の粘土層で、上面が遺構確認面である。

なお、各区における基本層序は、必要に応じて後述する。

45
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Ⅱ。1区の調査

Ⅱ。1区の調査

1.調査の概要
1区は昨年度に移転した学校敷地内にあり、ちょうど校庭部分にあたる。伽藍地南辺の築地と溝跡を調査するた

め東西20m× 南北 6mに設定したが、築地が予定よりもやや北側に寄って確認されたため北側を 5× 10m拡張する

こととし、南側についても昭和里年調査区との間における状況を把握するため 5× 5mの範囲で拡張した。調査の

結果、築地本体は遺存していなかったが、その基礎部分を確認し、南側には並行する溝跡、北側には直交する溝跡

を確認した。

2.基本層序
校舎解体後、敷地全体に30～判cmの厚さで盛土がされている。盛土層下で確認した基本層序は I～Ⅳ層である。

Ia層 校庭に敷かれた砂とその基盤層。基盤層は極めて固い。

Ib層  10YR 4/3にぶい黄褐色粘土質シルト。褐色粘土ブロックを少量含む。校庭基盤層下の盛土層。

Ic層 10YR 3/3暗褐色シル ト質粘土。校庭基盤層下の盛土層。

Ⅱ層 10YR 3/3暗褐色シル ト質粘土。褐色粘土ブロックを少量含む。校庭を造成する以前の旧耕作土と推定さ

れる。調査区南部に分布する。

Ⅲa層 10YR 2/3黒褐色シル ト質粘土。部分的に暗褐色シル ト質粘土ブロックを少量含む。旧表土と推定され、

調査区北部に部分的に遺存するが、南部ではⅡ層によって深く攪拌されており、全く遺存しない。

Ⅲb層  10YR 2/2黒褐色粘土。旧表土と推定され、調査区北部に部分的に遺存する。

Ⅳ層 7.5YR 4/4褐色粘土。上面が遺構確認面である。

3.遺構と遺物
1区では築地塀の掘 り込み地業 1(SF45)、 溝跡 8条 (SD l・ 6。 7)、 土坑 5基 (SK 2～ 5・ 46)、 ピット約25

基を確認した。このうち陸奥国分寺跡に係わる遺構はSFЪ築地塀跡、SD l・ 6溝跡、Pl・ 2と考えられる。

SF45築地塀帥 築地塀本体は削平されて遺存しないが、基礎部分である掘り込み地業の版築層を確認した。掘 り

込み地業は溝状を呈しており、拡張以前の調査区北壁にかかって東西方向に延びている。西部は倒木痕と推定され

るSK 4や撹乱があり、東部は南西から延びてくる暗渠によって大部分が破壊されているため、遺存状況はよくない。

平面で確認できたのは北側拡張区南端の東西 5m×南北 lmの範囲と、調査区北東部の東西2.8m× 南北1.3mの 範囲で

あるが、調査区北壁の観察などによると拡張以前の調査区北壁際にも断片的に残存していた可能性がある (註 1)。

掘 り込み地業の幅は拡張区南端で確認した北側のライン (第33図①)と調査区東端で確認した南側のライン (第33

図②)によると約26mで あるが、上部を削平されているので本来はもっと幅広であった可能性がある (註 2)。 掘

り込み地形の深さは約30～ 35cmで、褐色粘土ブロックを含む黒褐色や暗褐色粘土層による固い版築層となっている。

版築層は主に褐色粘土ブロックの混合度合いによって 3層に大別したが、実際は厚さ 5 mm前後の層が連続して積み

重なっており、褐色粘土ブロックが横につぶれた状況が観察された (写真図版13-3、 14-2・ 3)。 方向は概ねE

-4°一Nである。

SK 4東側のⅣ層上面には10× 25c皿程度の精円形や不整形の窪みがあり、版築層の最下層が入り込んでいた。掘り

込み地業に係わる痕跡と考えられる (註 3)。

なお、溝状の掘り込み地業の北辺と南辺からそれぞれ約20cm離れた外側で、ピット2基 (Pl・ P2)を確認して

守
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いる。Plは掘り方が30× 50cmの 楕円形で直径約15cmの 住痕跡を確認している。P2は直径約30cmの 掘 り方で柱痕跡

は確認できなかった。PlとP2の東西方向の間隔は約 6m、 南北方向の間隔は約 3mである。掘込地業の外側に位

置する可能性が高いことから、寄柱ではなく、築地塀の工事に係わるピットと考えられる。

遺物は調査区東部の遺構確認面から瓦片が 6点出土している。

SK 2、 SK 4に切られている。SK 5と は位置関係からは重複しているが、新旧関係は不明である。

SDl溝跡 調査区南壁際を東西方向に延びている。上幅1.2～ 2,Om、 底面幅1.0～ 13m、 深さ約45cmで、断面形は

C´

1660m

0                2m

区

Ｍ
　
　
Ｄｌ

鯨
毬
　
謬

層  位 色  調 性   質 混 入 物 。 そ の 他

1 ЮYR3/3 暗褐色 シル ト質粘土 褐色粘土粒・木炭粒微量

2 10YR3/8 暗褐色 シル ト質粘土 開色猫土粒  木尿粒多量

1 ЮYR3/3 暗褐色 粘土 掲色粘土ブロック (径5mm)少量
2 10YR3/3 暗褐色 粘士 掲色粘土粒少量

3 10YR3/3 暗褐色 シ,レ ト
10YR3/4 暗褐色 シ,レ ト

5 ЮYR/1/6 褐色 粘土

6 ЮYR3/3 暗褐角 粘土 褐色粘土ブロック (径 30～ 50mm)/1p島

① 10YR2/3 黒褐色 粘土 褐色粘土ブロック (径5～ 10mm)少 最、硬ヽ

② ЮYR3/3 暗褐色 粘土 黒褐色粘土ブロック (径 5～ 10mm)微 髭、褐色粘土プロック (径 10～20mm)多量、硬い

③
10YR2/3
10YR4ノ/6

色褐

色

黒

掲

土

土

粘

粘 ブロックの混合 粘土ブロックの径20～ 30nm、 ゃや乱れた互層状
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第32図 調査区断面図
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逆台形に近い。底面はほぼ平坦である。方向は概ねE-4°一Nで、確認した長さは196mで ある。堆積土は粘土を主

体とする自然堆積層である。なお、底面まで掘り下げたのは西壁際、西部の長さ 3m部分、東壁際約 2mの部分の

みである。この溝跡は築地塀に併行して外狽Jを巡る溝跡であり、溝跡の北側の肩と、築地塀の掘り込み地業跡の南

側の推定線までの間隔は約2.2mである。遺物は土師器片・瓦片が150点出土した。G-53山形文軒平瓦など4点が図

化できた (第35。 36図 )。

SK 3土坑に切られている。

ドla70m

岸 li70m F工 1570m

崖 1'70m

SDl
為ド団om名

為

島

層  也 色  調 性   質 混 入 物 。 そ の 他

1 ЮYR3/3 暗褐色 シル ト

2 10YR3/3 暗褐色 ン,レ ト 掲色粘土粒多量、黒褐色粘上粒少屋

3 10YR3/3 暗褐色 粘土 褐色粘土プロック (径 5nm)少 量

10YR3/3 暗褐色 lar十 褐色粘土ブロック (径 5mm)多 量、褐色粘土粒多量

5 10YR4/6 褐色 粘土 暗褐色粘土ブロック (径 30mm)少 亀

6 10YR3/2 黒褐色 粘土 褐色粘土粒少見

7 ЮY難/6 褐色 粘土 暗褐色粘土ブロック (径 10～ 20mm)少 量

1 10YR3/3 暗褐色 粘上蜜シル ト 褐色粘土ブロック (径 5mm)少 量

2 ЮYR4/4 褐色 粘土 暗褐色粘土ブロック (径 10～拗mm)多量

3 10YM/4 褐色 粘 上 黒褐色シル トブロック (径30mm)少 量

10YR3/3 暗褐色 粘土 黒褐色シル トブロック 褐色粘土ブロック (径 5～ 10mm)少壁

5
10YR4/4
10YR3/3 色

色

褐

褐

暗 姓圭|ブロツクの混合
6 ЮYR3/4 暗褐色 シルト質粘土 黒褐色シル トブロック微量

7 10YR2/3 黒褐色 粘土質シル ト 褐色粘土ブロック (径 10～ 20mm)少 見

I ЮYR3/4 暗褐色 シル ト質粘土 暗棚色粘土ブロック (径 30mm)多 塁

2 10YR4/6 褐色 粘土 黒褐色粘北ブロック (径 20mm)少 是

3 10YR2/3 黒褐色 粘 土 褐色粘土ブロック (径 10～ 30mm)少 星

ЮYR4/6 褐徹 粘 土 R音褐色粘土粒少竜

① 10YR4/4 棚色 粘土

②
10YR3/3 暗褐色
ЮYR4/4 褐色 絶圭|ブロツクの混合 径20～ 50mm

⑥ 10YR4/4 褐色 粘土 暗褐色粘土ブロック (径 10～ 20mm)微 量

1 10YR4/4 褐色 粘土

2 ЮYR4/4 褐色 粘土 暗褐色・にぶい黄褐色粘土ブロック (径 50mm)多 量

3

10YR4/4 偶色
10YR3/3 暗褐色
10YR4/3 1こぶい黄褐色 峰:|ブロツクの混合径 10～ 20mm
10YR4/4 褐色 粘土 にぶい黄褐色粘土粒少曼

1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 褐色ンル トブロック少足

2 10YR4/4 褐色 ンルト IFj色 シル トブロック 暗褐色粘Ji質 シル トブロック (径 2～ 3mm)多 景

〕
10YR3/3 暗褐色
10YR4/4 褐色 サ芳卜|ブロツクの混合

, 10YR3/3 暗褐色 ン)レ ト 褐伍粘土締多呈

10YR3/3 暗褐

“

ン,レ ト 黒IPJ色粘土ブロック (径 10‖射)・ 褐色粘土ブロック (径 3～ 5側‖)多量

第勢図 SDl・ 6、 SK2～ 5断面図
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SD6溝跡 北拡張区で確認した溝跡で、SF45築地塀跡の北側に接しており、南北方向に延びている。上幅約40～

60cm、 底面幅約30～網 cm、 深さ約25cmで、断面形は「UJ字形に近い。底面はほぼ平坦である。やや蛇行している

が、方向は概ねN-6° 一Wで、確認した長さは9.術である。堆積土にはブロック土が多量に含まれることから人為

的に埋め戻されている可能性が高い。築地塀の掘り込み地業に接し、方向が直交していることから、築地塀と同時

期の遺構である可能性がある。遺物は土師器片 1点、瓦片16点が出土 した。F-22(第 35図 2)は細片であるが歯

車文軒丸瓦と考えられる。

SD 7溝跡に切られている。

SD7溝跡 北拡張区で確認した溝跡で、東西方向に延びているが調査区西部で途切れている。上幅約140cm、 底

面幅約90cm、 深さ約30cmで、断面形は逆台形に近い。底面は平坦である。方向は東西方向で、確認した長さは約

3.5mで ある。堆積土は 2層であるが、下層は人為的に埋め戻されている可能性が高い。遺物は土師器片、須恵器片、

瓦片など約30点の他、煉瓦やガラス、磁器などが出土している。

SD 6溝跡を切つている。

SK2土坑 調査区東部に位置し、東西約39m、 南北約2.4mの楕円形である。深さは約50cmで 、壁は比較的急に

立ち上がる。底面は凹凸がある。堆積土は自然堆積層で、基本層Ⅳ層に類似した粘土層の下に暗褐色や黒褐色の層

が入り込む特徴から倒木痕の可能性が高い。遺物は土師器片、須恵器片、瓦片、鉄製品などが 9点出土した。

SFЪ築地塀跡を切っている。

SK 3土坑 調査区南部に位置し、東西約24m、 南北約1.5mの不整形である。深さは約40cmで、壁は比較的急に

立ち上がる。底面は凹凸がある。堆積土は自然堆積層で、SK 2と 同様に基本層Ⅳ層に類似した粘土層の下に暗褐色

―騨

◆

珪Fi
■報 よ||'(
1        2

―

と::)

3cm
0                                 20cm

登録No 地区・遺樹・層位 種別・器種 遺存度 特   徴 色調
真

版

写

図

〕 G53 1区  SDl・ 中層 軒平瓦 1/10 山形文、顎部ナデ、出面:す り消し、側面ヘラケズリ、凹面:布目痕、狽1面ヘラケズリ、白21な し 褐灰 3

2 1区  SD6 軒丸瓦 小片 歯車文、裏面丸瓦接合痕、白IIな し 黄灰 l

】
「
23 1区  SDl 丸瓦 3/4 凸面 :縄 H口き (Illい 。斜位 )、 縄目す り消し、側面ヘラケズリ、凹面「:布 目痕、布合せ痕、側

面ヘラケズリ、小口HDヘ ラケズリ、厚20mm、 自IIな し
灰 162

ポイント? 基部欠損 残存長37 5mm、 幅 13 5mm、 厚4 5mm、 重さ2数

員
υ

第35図 SDl・ 6、 SK4出土遺物
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20clll

No 登録配 地区・遺構・層位 種別・器種 遺存度 特  徴 色調
写真

図版

] G‐52 1区 'SDI 中層 平瓦 2/3 凸面 :縄 n,き (やや細い。縦位)、 縄目ややつぶれ、凹面 :布 目一部すり消し、布合せ痕、

凸形台圧痕、狭端幅24.Oclll、 長さ45 2cm、 厚18nn、 自針なし
灰 164

2 C‐ 51 1区・SDl・ 上層 平瓦 2/3 凸面 :縄叩き(やや細い・縦位)、 縄目ややつぶれ、図形台圧痕、凹面 :布 目すり消し、布
合せ痕、側面・小日面ヘラケズリ、広端幅("5cm)、 長さ4LO卸 、厚20～28DII(白 針なし

灰

第36図 SDl出上遺物

０
０
買
υ



第 3章  陸奥国分寺跡

や黒褐色の層が入り込む特徴から倒木痕の可能性が高い。遺物は瓦片が 9点出土した。

SD l溝跡を切っている。

SK4土坑 調査区北西部に位置し、東西約4.5m、 南北2.Om以上の不整形である。深さは約0～ 50cmで 、壁は比

較的急に立ち上がる。底面は凹凸がある。堆積土は自然堆積層で、SK 2と 同様に基本層Ⅳ層に類似した粘土層の下

に暗褐色や黒褐色の層が入り込む特徴から倒木痕の可能性が高い。堆積土や平面形から判断すると2基の土坑が重

複していると考えられる。遺物は瓦片や石器 (第35図 4)な どが 3点出土した。

SF45築地塀跡を切っている。

SK5土坑 調査区北西部に位置し、東西約1.9m、 南北0,8mの楕円形である。深さは東側が約40cmであるが、西

側に向かって公々に浅くなる。東壁は急に立ち上がる。堆積土にはブロック上が多量に含まれることから人為的に

埋め戻されている可能性が高い。遺物は瓦片が 5点出土した。

SFЪ築地塀跡と位置関係からは重複しているが、新旧関係は不明である。

SK46土坑 調査区西部に位置し、東西約2.Om、 南北約1.Omの長方形を呈する。壁面近くに厚さ約 l cmの木質部

が認められることから木棺墓の可能性がある。精査は行なわなかったので詳細は不明である。

4.ま とめ
築地本体は遺存していなかったが、その掘り込み地業跡であるSFもの版築層を確認できた。残存するSFもの幅は

約26mであるが、上部を削平されていることから本来はこれよりも幅広だった可能性があり、昭和58年の調査結果

(註 4)を考慮すれば、本来は南北両側にそれぞれ20～ 30cm広 く、3m前後の幅であった可能性がある。SD l溝跡は

SF45の南側に並行し、共に伽藍地南辺を構成している。SFЪ との間隔は約2.2mで あるが、前述したようにSF45の本

来の幅を 3m前後と仮定すれば、SFЪ とSD lと の間隔は 2m前後と考えられる (註 5)。 SFも とSD lの 方向は調査

区内においては概ねE-4° 一Nであるが、今後は南大門の東側も含む広い範囲で計測を重ね、精密な位置関係や方

向を確定していく必要がある。

(註 1)SK 4の 東側で暗渠北側の部分には掘り込み地業の痕跡が確認され、調査区の断面でも確認できるのでこの

付近には版築層が残存していた可能性がある。

(註 2)昭和路年に南大門跡の東側で行われた環境整備予備調査では、幅約3.lm、 深さ35～範cmの掘 り込み地業が

確認されている。仙台市教育委員会 19M『陸奥国分寺跡 昭和58年度環境整備予備調査概報 南大門跡地東脇

築地跡』仙台市文化財調査報告書第63集

(註 3)郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導委員会及び現地指導においては、突き棒の痕跡の可能性があるとの指

摘を受けている。その他としては溝状に掘り込んだ際の工具痕などの可能性も考えられる。

(註 4)註 2と 同じ。

(註 5)昭和58年 に南大門跡の東側で行われた調査では、築地塀の掘り込み地業と南側の溝跡との間隔は約19～22

mである。

遺構・層位
師 器 須 恵器 赤焼 土 器 瓦

陶器 磁 器 石製品 金属製品 そ の 他
重量 (g) 数 量 重 量 (g) 数 量 重 量 (正

6

SDl 21 129

SK2 2 2 1 4 5

SK3 9

R(4 2 560 石器 l

5

SD6 2 6

SD7 3 R20

I・ I層 、指 舌L 3 273 6 2 2 2 →斤■士石為
計 5 6 3 2 4 肝世 石 6、

表 7 1区遺物集計表
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写真図版12 1区全景
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2 調査区中央部 (西から)
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3 掘り込み地業断面 (北壁 )
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1.掘 り込み地業断面
(拡張区東壁 )

掘り込み地業断面
(北壁・拡大 )

掘り込み地業断面
(北壁・拡大 )

写真図版14 SF45築地塀跡 (2)
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Ckか ら・音【究渤

2. SDl断面 (東から)

Ｑ
∪

写真図版15 SDl溝跡、Pl

3 P判 断面 (西から)
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写真図版16 SDl・ 6、 SK4出土遺物
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第 3章 陸奥国分寺跡

Ⅲ.2区の調査
1.調査の概要
2区は学校のグラウンドであった場所である。初H藍地の北の状況を確認するため、僧坊北側の伽藍中軸線上に、

東西 6m× 南北20mに設定した。調査の結果、南北方向の溝跡と一本柱列跡、それと直交する東西方向に併行する 2

列の一本柱列跡と想定される遺構を確認した。また、土取り穴と推定される規模の大きな土坑には土師器、須恵器、瓦

などが大量に廃棄されていた。

2.基本層序
敷地全林に約20cmの 厚さで盛土がされている。盛土層下で確認した基本層序は I～Ⅳ層までである。

I層 校庭に敷かれた砂とその基盤層。基盤層は極めて固い。

Ⅱa層  5Y2/1黒 色粘土質シル ト。校庭を造成する以前の旧耕作土と推定される。

Ⅱb層 10YR 3/3暗褐色粘土質シル ト。木炭粒をわずかに含む。部分的な分布である。

Ⅱc層 10YR 2/3黒褐色粘土質シルト。木炭粒をわずかに含む。

Ⅲa層 10YR 2/2黒褐色シルト。Ⅲb層のブロックを斑文状に含む。旧耕作土と推定される。

Ⅲb層  10YR 2/1黒色シルト。暗褐色シルト質粘土ブロックを斑文状に含む。

Ⅳ層 10YR 3/4暗褐色粘土。上面が遺構確認面である。

3.遺構と遺物
溝跡 2条、土坑 9基、一本柱列 3列、その他のピット23基を確認した。陸奥国分寺跡に係わる遺構は南北方向の

SD 9溝跡、M盟7-本柱列、東西方向のSA14・ 19-本柱列、SK10。 16と考えられる。

SA14-本柱列 調査区南部でピットを 1基確認した。掘り方は75× 90cmの 楕円形、深さは約55cmで 、壁は西側が

急に立ち上がるが、東側はやや緩やかである。掘り方埋め土は 3層で版築状に突き固められている。柱痕跡は直径

18cmの 円形である。住間で約5,3m離 れた北側に同様の柱穴 (SA19と した)が 1基認められたが、この 2基の柱穴を

結ぶ延長線上に他に柱穴は認められないことから、南北方向ではなく、これと直交する東西方向に展開する柱列と

推定される (註 1)。 なお、確認した柱穴から調査区西壁までの距離は約2.7m、 東壁までは約24mあるが、この間に

柱穴は認められない。掘り方の大きさを考慮すると、柱間寸法は少なくとも3.5m前後かそれ以上と推定される。柱

1670m
Ⅱa

G

0                           3m
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0                          5m

第38図  2区全体図

Ⅲ。2区の調査

間寸法からは建物跡を構成する柱穴である

可能性はあるが、柱間寸法が35m以上の上

屋を支えるには径18cmの柱ではやや細いと

考えられることと、掘り方の規模から一本

柱列の可能性が高いと考えた (註 2)。 遺物

は土師器、瓦が 6点出土した。

SD 9を切り、ピットに切られている。

SA19-本柱列 調査 区のほぼ 中央で

ピットを 1基確認した。掘り方は一辺約60

cmの隅円方形、深さは約70cmで 、壁はほぼ

垂直に立ち上がる。掘り方埋め土は 5層で、

褐色粘土ブロックを含む黒褐色粘土で版築

状に突き固められている。柱痕跡は直径23

cmの 円形である。SA14と 同様の理由から、

東西方向に延びる一本柱列と推定した。遺

物は出土しなかった。

SA47-本柱列 調査区北部でピットを

2基確認した。掘り方が一辺25～ 30cmの 隅

円方形で、直径約10cmの柱痕跡を確認した。

柱間寸法は2,75mで 、方向はN-4° ―Wで

ある。掘立柱建物跡の一部である可能性も

あるが、一本柱列と推定した。後述するSD

9の延長線上にあり、SD 9の 北端からは約

4.5m離れているが、SK 8の場所にもさらに

柱穴があった可能性がある。その場合はSD

9と の間隔はさらに狭くなる。遺物は出土

しなかった。

北側のNlは SD17に 切られている。

SD9溝跡 調査区中央から南に延びる

溝跡である。上幅45～ 55cm、 底面幅20～35

cm、 深さ約15cmである。断面形は逆台形で、

壁は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦

である。方向はN-4° ―Wで、確認した長

さは約12mである。堆積土は 1層である。

遺物は土師器、須恵器、瓦、石鏃など約範

点が出土した。

SA14、 SK13・ 15イこ切られている。

SD17溝跡 調査区北東部に位置する溝

跡である。上幅1.0～ 1.lm、 底面幅20～ 30cm、

X=-194350m

X=-194360m
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第 3章 陸奥国分寺跡

深さ65～ 70cmである。断面形は下部が 「U」 字形であるが上部は大きく開く。壁は下部が垂直に近く、上部が緩や

かである。底面はほぼ平坦であるが南東方向への緩やかな傾斜がある。方向はN-32° ―Wで、確認した長さは約8.5m

である。堆積土は 3層である。遺物は土師器、須恵器、赤焼土器、瓦、陶器、磁器、鉄製品など約150点が出土した。

解盟7を切っている。

SK8土坑 調査区北部に位置する。東西85cm、 南北100cmの楕円形である。深さは約50cmで 、壁は垂直に近く立

ち上がる。底面は凹凸がある。堆積土は 2層である。遺物は土師器、瓦が 2点出土したのみである。

SK10土坑 調査区ほぼ中央部に位置する。東西約1.5m、 南北約 lmの隅円長方形である。深さは約80cmで、壁は

下部が垂直に近く立ち上がり、上部はやや緩やかである。底面は平坦である。堆積土は自然堆積層である。遺物は

土師器、須恵器、瓦、鉄滓などが約70点 出土したが、瓦が多い。

跳鬱0を切っている。

SKll～ 13・ 15土坑 これらは調査区南東部に位置する。すべて浅く、堆積土は 1～ 2層である。遺物は少ない。

SK13はSD 9を 切り、 SK12に切られている。 SK15はSD 9を切っている。

SK16土坑 調査区南西部に位置する。東西3.Om以上、南北50m以上であるが西部と南部が調査区外となっている。

平面形は明確ではないが、底面は方形となっている。深さは約1.15mである。断面形は逆台形であるが、壁は下部

名 S畑4  藤 %oom 島 囲9 塵 1600m 名 SD9臣 1600m

▼

D
引 とお00m E=

洋

名 SK20 F1600mm准
ニ

0                2m

SD17

層 位 色   調 性   質 混 入 物 ・ そ の 他

10YR2/3 黒褐色 粘 土 褐色粘土ブロック (径う～Юmm)少量、硬い、柱痕跡

2 10YR2/3 黒褐色 lDr土 12j色粘土ブロック (径20～40nm)少 量、硬セ

3 ЮYR4/6 褐色 粘 ナ 部分的に黒褐色粘土と互層になる、硬い

10YR2/3
10YR3ノ /4

色

色

褐

褐

黒

暗 蛇土|ブロツクの混合 硬 い

1 10YR2/3 黒褐色 粘土 掲色粘土プロック (径 5～20mm)多 見、硬い、柱痕跡

2 ЮYR3/2 黒褐色 粘上 掲色粘土粒少量、やわ らかい、柱痕跡

3 10YR2/3 黒褐色 粘 土 lB色粘土ブロック (径 10～ 50mm)多 量、やや硬 |

ЮYR4/6 褐色 粘 土 硬 い

5 10YR2/2 黒褐色 粘土 褐角粘土ブロック (径20～ 30mm)少 最

6 10VR2/8 黒褐色 tur土 褐色粘土ブロック (径5～郷mm)少量、硬い

7 10YR3/3 暗褐色 粘土 褐色粘土粒少量、やや硬↓

I ル ト質粘上 礫少量、褐色粘土粒少昼

2 10YR6/4 1子褐色 粘土 褐色粘土ブロック・粒子少量、黒褐色粘土ブロック微星

OYR2/3 異褐角 li十

1 10YR2/3 黒褐色 札土 黄褐色粘土粒子少量、土器の細片少壁

2 10YR2/3 黒褐色 ンルト質粘土 褐色粘土ブロック (径5～ 10mm)多足、土器の細片少量

3 10YR2/2 黒褐色 粘土

10VR4/3 1こぶい黄褐色 粘 土 暗褐色粘土ブロック (径5mm)少 量

5 ЮVR3/2 黒褐色 にぶい者褐徹粘十ブロック少景

① ЮYR3/2 黒褐色 lD「土質 ンル ト

② ЮYR3/3 暗褐色 ンルト 黒褐色粘土ブロック (径20～ 30mm)少 星、褐色粘土ブロック (径 10mm)微量

③ 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル I 黒褐色粘土ブロック (径 10～ 30mm)多 量、褐色粘土ブロック (径 10～ 301m)多 重

10YR2/1 黒色 ン,レ ト 暗褐色粘土ブロック (径 10mm)微毘

10YR2/2 黒褐色 粘土 暗褐色粘土ブロック (径 80mm)・ 粒子少毘

10YR4/4 褐色 粘 十 F音褐色粘七ブロック (径 10～ 20mm)少量

10YR2/2 黒褐色 粘土 暗褐色粘土ブロック (径 10～ 20mm)少 量

第39図  SA14・ 19、 SD9・ 17、 SK10。 20断面図
つ
々
資
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Ⅱ 2区の調査

が垂直に近く立ち上がり、上部はやや緩やかである。北壁には段が 2箇所認められ、その部分が北側へ張り出す形

となっている。底面はやや凹凸があり、北側には深さ約15cmの窪みがある。土坑の底面は、ちようど基本層Ⅳ層の

下にある礫層の上面と一致している。堆積土は自然堆積層で、上部には灰白色火山灰層がある。

遺物は土師器、須恵器、赤焼土器が約網00点 と灰釉陶器 1点、瓦約網00点、その他石製品、鉄製品、鉄津、羽回、

漆紙 (註 3)な どが約30点 出土した。第41図に出土状況を示したように分布に偏りは認められなかった。遺物は各

層が堆積する過程において随時廃棄されていたものと推定される。第鬱～46図に出土遺物を示した。土師器D-1・

3・ 5～ 8杯 (第42図 1～ 6)は体部が直線的に開き、底径がやや小さく (註 4)、 内面のヘラミガキは放射状のも

のは少ない。底部は回転糸切無調整のものと回転糸切後手持ちヘラケズリ調整が施されるものが混在している。須

恵器E-1・ 2・ 23FTN(第Q図 8～10)は底部が回転糸切無調整である。灰釉陶器Ic-1碗 (第2図 7)は厚手で、

体部は直線的に近く、日縁部はやや外反する。高台は角高台である。胎土の特徴から猿投窯産で、黒笹14号窯式―

2型式と考えられる。鉄製品 (第鬱図13～ 20)の大部分は釘であるが、Na-8は鈴帯金具と推定される。土製品P

-1は輔の羽口である。軒丸瓦はF-10。 11重弁蓮華文、F-1宝相花文、軒平瓦はG-9。 10偏行唐草文、G-5均

整唐草文、G-17連珠文などがある。平瓦の大部分は縦位の縄叩きであるが、縄目をすり消したG-6。 11や、横位

0                2m

日

ｏ
静
〕
出
土

層 位 色   調 性   質 混 入 物  そ の 他
1 10YR3/4 暗褐色 シルト 木浅粒 土器の細粒少量、灰自小ブロック (径 5mm)微 量
2 灰自火山灰 [層 が虫食穴状に入り込む

3 ЮYR3/2 黒褐色 シル ト 木炭粒 灰自小ブロック (径2～3mm)少 量
10YR3フ 暗褐色 シル ト質粘土 褐色粘土ブロック (径5～ 10mm)多量

う ЮYR3/ 1音褐負 ンル ト質粘土 黒褐色粘上ブロック (径 3～ 5mm)木 炭粒少蟄
6 10YR2/ 黒褐色 粘 土 褐伯粘十粒微量

7 10YR3/ R音褐色 シルト質粘土 褐色魅土ブロック (径Юmm)多量

8 10YR3/ 黒褐色 シルト質粘土 灰黄褐色シル トブロック (径5mm)木 炭粒少量
10YR2 黒褐色 粘土 上部が焼 t化 した硬化面となる

10 10YR3/ 黒褐色 シル ト質粘土 木炭粒微塁

10YR2/ 黒褐色 粘土 木炭粒多量、焼土粒微量、部分的に層下部に灰層 (灰黄褐色)を はさむ

12 10YR2/ 黒褐色 粘 十 棚負帖十対微尾、叫際に褐負砂質シル トの転落ブロックあり

13 ЮV離/ 灰黄褐色 灰の層

14
10YR4/6 褐色
ЮYR2/2 黒褐伍 経

カレト
す卵

15 ЮYR3/3 1音 褐色 lDr土 極色砂質シル トブロック (径 5～ 16‖ m)多 量

16 10YR2/3 黒褐色 粘土 黒色粘土ブロック (径5mm)に ぶい黄褐色粘土ブロック少量
ЮYR2/2 黒褐色 粘上 黒褐色粘土ブロック (径 20mm)少 星、褐色砂質ンル トブロック微亀

第40図  SK16平面・断面図
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第 3章 陸奥国分寺跡

の縄叩きのG-15、 平行叩きのG-13、 斜格子叩きのG-7な どもある。押印瓦はG-14、 道具瓦はHl～ 3がある。

SK18土坑 調査区西壁際に位置するが西側は調査区外となっている。南北約 lm、 深さは約15cmで、壁は緩やか

である。底面は平坦である。堆積土は 2層である。遺物は土師器、須恵器、瓦が 6点出土した。

SK20土坑 調査区西部に位置する。東西0.35～ 0.5m、 南北約3.6mの葉巻形である。深さは約80cmで、壁はほぼ垂

直に立ち上がる。底面は平坦である。堆積土は 4層で、自然堆積層である。遺物は出土しなかった。形状から縄文

時代の落し穴と推定される (註 5)。 遺物は出土しなかった。

SK10に切られている。

4。 まとめ

東西方向の一本柱列と推

定したSA14・ SA19は柱痕跡

が直径18～23cmと 比較的太

く、掘り方は硬く突き固め

られて入念に作られている。

掘立柱建物跡の可能性もあ

るので調査区外の東西方向

への延びを確認しないと断

定はできないが、これらは

寺地内部を南北に区画する

遮蔽施設の可能性が考えら

れる。南北方向のSA47-本

柱列の柱穴は、SA14。 19よ

りも規模が小さく簡単な構

造であることから、SA47は

補助的な区画施設であつた

と考えられる。なお、SA47

とSD 9は 概ね伽監中軸線

上に位置するように見える

が、現在のところ正確な伽

藍中軸線の位置と方向が確

定できていないので、断定

は差し控えておきたい。な

お、SD 9溝跡とSA47は同じ

延長線上にあることから同

時期に存在した可能性があ

るカミ、 SD 9イまSA14・ 19イこ切

られているので、これらの

遺構 は、 SD 9 ・SA47→SA

14・ 19へ と変遷した可能性

鰺
ぎ
鞠
‐　

ぽ
〔

�
斡
謂
◇
い牌
③６
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第41図  SK16遺物出土状況図
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0                   5cm

O◎

No 登録 No 地区 遺構・層仕 種別・器種 遺存度
法是 (cn)

調整・特徴
真

版

写

図口径 底径 一局

Dl 2区 'S(16 3～ 8層 七師器・ lTN 1/2 150 55
ロクロ調整、底部回転糸切 り、内面ヘラミガキ・黒色処理、ター

ル状の付着物、自針少量、底径/日径037
181

2 D-3 2区  SK16・ 8届 七師器 杯 ほぼ完形 134 43
ロクロ調整、底部回転糸切 り、内画ヘラミガキ・黒色処理、白釧

微量、底径/口 径054
182

3 D-5 2区・SK16・ H厨 土師課・ j・

TN 3ッ
/4 126 61 37

ロクロ調整、底部～体部下端手持ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

黒色処理、 白針少量、底径/口 径048 183

D-6 2区  SK16 H層 土師器・ JITN 4ッ/5 39
ロクロ調整、底郡回転糸切 り→底部外周～体部下端手持ヘラケズ

リ、内面ヘラミガキ・黒色処理、自針少量、底径/口 径041

5 2区 SK16・ H層 土師器 1/N ほば完形 132 42
ロクロ調整、回転糸切→底部外周～体部下端手持ヘラケズリ、内

面ヘラミガキ 黒色処理、自針微量、底径/口 径052
185

6 D-7 2区 。SK16 H層 上師器・ITN 3ッ
/4 153 66‐ 68 55

ロクロ調整、底部回lt糸 切 り、内面ヘラミガキ 黒色処理、自釘

少量、底径/国 径0黎～048
186

7 Ic I 2区  SK16・ 8層 陶器 灰釉碗 1/2 53 黒笹 14号 窯式 -2型 式
8 E23 2区  SK16・ 3～ 8層 須煎器・然 2/3 60‐ 63 50 回クロPR整  底部回転糸切り、白李1少量、虞径/口径044～ 046
9 2区  SK16・ 10～ 12層 須恵器・郷 2//3 45 40 ロクロ調整、底部回転糸切、白針な し、底径/日径047 18つ

10 E2 2区  SK16・ ■・ 15屑 須煮器 邦 回クロ調整、底部回転糸切、白多|な し、底径/口 径042 810
D‐ 4 土師器 鉢 1//8 (296) 不 明 不 明 187

No 登録No 地区・遺構 層位 種別・器種 道存度
法塁 (cm)

特   徴
真

版

写

図長 さ 幅 厚 さ

12 P■ 2区 SK16・ 12～ 13層 土製品 。羽口 小 片 不明 径53 18-21

13 Na 8 2区 8K16 鉄製品・餃具 ほぼ完形 54 33 10 1徽

N卜2 2区  SK16 鉄製品・ 21・ ? 基部のみ 不明 065 2g

Na 6 2区・ SK16 鉄製品 釘 頭訂
`欠

植 不I)] 2 12

Na S 211・ SK16 鉄製品 釘 頭部欠損 不り1 25

2区 。SK16 鉄製品 。釘 1まぼ完形 2 2 川曲、5強

2k,SK16 ほぽ完形 126 6 5

19 2▲・SK16 鉄製品・釘 ほぼ完形 136 3 6

釣 Na 4 21二 ・ S(16 鉄製品・蛮 ′承
`f年
形 2

第42図 SK16出土遺物 (1) 65



第 3章 陸奥国分寺跡

会
4

3

室

・

20cm

No 登録No 地区・遺構・層位 種別・器種 違存度 特  徴 色 調
真

版
写

図

1 卜10 2区 。SK16・ ■層 軒丸瓦 小片 八葉重弁蓮菫文、白針なし 灰 1併 1

2 卜 11 2区・ SK16 ■層 軒丸瓦 小片 八葉重弁蓮華文 (園分寺第5類 )、 裏面丸瓦接合痕、自針なし 灰

3 F‐ 1 2区・SK16・ 3～8層 軒丸瓦 /1ヽ片 宝相花文、瓦当面に範の木日、裏面ナデ、丸瓦接合痕、自針なし 灰 白 19‐2

2区・SK16 1層 丸 瓦 /1ヽ片 凸面 :ナデ、ヘラ描き、凹面 :布 目痕、厚約mm、 白針なし 灰黄

5 2区・ SK16 1層 丸 瓦 /1ヽ片 凸面 :縄叩き(IIIい・縦位)、 縄目すり消し、刻印「占」、凹面 :布 目すり消し、厚22mm、 自針なし 灰黄 I銘5

6 F12 2区 。SK16 2層 丸瓦 1/8 凸面:ロクロナデ、凹形台圧痕、凹面:布目痕、布合わせ痕、粗いナデ(横位)、厚15m n、 自針なし 灰 白 1芽6

7 F-7 2区・SK16・ 1層 丸 瓦 1/3 凸面:ロクロナデ、側面ヘラケズリ、凹面:布目痕、布補修痕、側面ヘラケズリ、厚25n I、 自針なし 灰 自

8 FⅢ 8 2区・SK16・ ■層 丸瓦 4ッ/5
凸面:縄叩き(細い・縦位)、 ロクロナデ、側面ヘラケズリ、凹面 :布 目痕、布合わせ痕、粘

十締瘤 悧1面 。小口面ヘラケズリ、庫20mm、 白ffIな し 灰 198

第43図 SK16出土遺物 (2)
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Ⅲ。2区の調査

鱒 ［一印

と

'生7く

ミ 三 二 三 互

=ユ

)                            20cm

3(ミ

(重
ミ 三 正 【

囀

Nd 番録 No. 地区・遺構・層位 種別・器種 遺存度 特  徴 色調
真

版
写

図

1 G■ 9 2区・SK16・ 11層 軒平瓦 小片 偏行唐車文、顎部ナデ、国面 :布 目一部す り消 し、自針なし 灰 I∝ 10

つ ∈ 10 2区 。SK16・ ■層 軒平� /1ヽ 片 偏行唐草文、凸面 :縄 目す り消し、凹面 :布 目痕、側面ヘラケズリ、自針なし 褐灰 20■

3 C卜5 2区・SK16・ 8層 軒平瓦 小片 均整唐草文、顎部波形文、凸面 :縄叩き (細い。縦位)、 凹面 :布 目痕、凸形台圧痕、自針なし 褐灰

G■ 17 2区 。SK16・ 12～ 13層 軒平瓦 小片 連珠文、頚部縄叩き (やや細い・縦位 )、 縄 目ややつぶれ、波形文、四面 :剥雛、自針なし 褐灰

5 G6 2区 ,SK16・ 5層 平瓦 Iン
/4 凸面 :縄叩き(やや細い。斜位)、 縄目すり消し、側面・小日面ヘラケズリ、四面 :布 目痕、

糸切り痕、小日面ヘラケズリ、厚25mm、 白針なし
にぶい赤褐 208

∈ 11 2区 。SK16・ ■層 平瓦 1/9 凸面 :縄叩き(やや細い。斜位)、 縄目すり消し、凹面 :布 目痕、厚 14m n、 自針なし 苦灰 20‐ 6

2区 。SK16・ 5層 平瓦 1ッ
/4 凸面■縄叩き(やや細い・縦位)、 縄目ややつぶれ、凹面 :布目痕、糸切り痕、側面ヘラケ
ズリ、厚20mm、 自針なし

灰

8 G15 2区 。SK16・ H～ 12層 平瓦 1/6
凸面 :縄叩き(太い。横位・斜位)、 凹面 :布 目痕・糸1切り痕、側1面・小口面ヘラケズリ、
F23mm、 白針なし

責 灰 2014

第44図 SK16出上遺物 (3)
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4-
強仲
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0                     20cm

No 登録No 地区・遺構・層位 種別・器種 遺存度 特  徴 色調
真

版

写

図

, G■ 2 2区・SK16・ ■層 平瓦 1/8 凸面 :縄叩き (やや細い 。縦位 )、 縄目ややつぶれ、凹形台の圧痕、凹面 :布 目すり消し、
模骨痕、側面ヘラケズリ、厚20～ 30mm、 自針なし

青灰 2卜4

2 G‐7 2区 。SK16・ 8～ 10層 平瓦 1/Ю
凸面 :縄叩き (やや細い・斜位)→斜格子叩き、小日画ヘラケズ リ、凹面 :布 目痕、凸形台
圧痕、側面・小日面ヘラケズリ、厚20nln、 自針なし

黄灰 2113

3 2区・SK16・ ■層 平瓦 1/Ю 凸面 :平行叩き (縦位)、 凹面 :布 目すり消し、側面ヘラケズリ、厚 18～ 23n m、 自針なし 灰黄 餌}2

G-2 2区・SK16・ 5層 平瓦 1/3 凸面
:縄叩き(太い。縦位)、  縄目ややつぶれ、凹面 :布目痕、糸切り痕、側面・小日面ヘ
ラケズリ、厚15mm、 自針なし

にぶい黄橙 2Ⅲ 2

5 C■3 2区 。SK16・ 5層 平瓦 1/2
凸面 :縄叩きくやや細い 縦位 斜位)、 縄目ややつぶれ、凹形台圧痕、凹面 :布 目一部す
り消し、側面・小日面ヘラケズリ、狭端nB21 7cm、 厚18～ 22mnl、 自針なし

赤

灰

灰

褐
2rI

6 C卜 16 2区 。SK16・ 底面 平瓦 2/3 凸面 :縄叩き (やや細い・斜位 )、 凹面 :布 目す り消 し、側面・小口面ヘラケズリ、広端幅
28 5cm、 厚 16～24n m、 白針なし

灰 20-5

第45図 SK16出土遺物 (4)68
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2~

10cm

がある。

SK16は土取り六と考えられた。土師器 。須恵器の特徴は多賀城跡第60次調査SE2101BⅢ 層出土遺物 (註 6)よ り

もやや新しく、多賀城跡S鬱272出 土土器 (註 7)に近い。多賀城跡SE2101BⅢ 層出土土器の年代は概ね 9世紀第 2

四半期頃、SQ272出土土器は概ね 9世紀第 3四半期頃と推定されているので、土師器・須恵器の様相は概ね 9世紀

第 3四半期頃を示している。なお、下層からはG-17連珠文軒平瓦が出土している。連珠文軒平瓦は貞観11(869)

年の陸奥国大地震後の修復に用いられた瓦と考えられているので、土師器・須恵器の年代観と一致する。一方、灰

釉陶器の年代は、黒笹14号窯式-2型式が820～ 84Cl年頃とされているので (註 8)、 土器類や瓦と比べると若干古い

が、廃棄された遺物にある程度の時期差があることは十分考えられる。したがってSK16が埋没したのは概ね 9世紀

第 3四半期頃と推定されるが、土取り穴として掘削された年代については限定することはできなかった。なお、少

量であるが輔の羽口や鉄滓、漆紙などが出土していることは、寺地内部における鍛冶や漆工関連遺構の存在を示唆

するものと考えられる。

(註 1)第38図 のSA14と SA19の 推定線は暫定的なものである。
(註 2)陸奥国分尼寺跡では、尼坊を構成する 2棟の掘立柱建物跡が確認され、南側のSB 2建物跡が大坊、北側の
SB l建物跡が小子坊と想定されている。SB lは梁行 2間 (6.6m)、 桁行15間 144.8m)で あるので柱間寸法は約30
～33m程度であるが、柱の直径は35cm前 後あり、掘り方も短軸で lm以上、長軸で最大24mの ものもある。
(註 3)写真図版18-12、 赤外線テレビカメラで観察したが、表面に文字は確認できなかった。
(註 4)図化できた 6点の底径/口径は0.37～0.54で、平均0.46である。
(註 5)縄文時代の遺構。遺物としては、同じ 2区のSD 9と 1区SK 4か ら石鏃やポイントが出土している他、 3区
のSK36も 平面形から落し穴の可能性が考えられる。

(註 6)宮城県多賀城跡調査研究所 1991「第60次調査J『多賀城跡』宮城県多賀城跡調査研究所年報1991
(註 7)官城県多賀城跡調査研究所 19盟「現状変更に伴う調査」『多賀城跡』官城県多賀城跡調査研究所年報1994

(註 8)斉藤孝正 2000「猿投窯出土の灰釉・緑釉陶器碗・皿類の変遷」『越州窯青磁と緑釉・灰釉陶器』日本の美術
6  Na409

No 登録No 地区・遺構・層位 種別 器種 遺存度 特   徴 色調
真

版

写

図

2区  SK16 ■層 平瓦 1/12
凸面 :縄叩き (やや細い 斜位 )、 縄目つぶれ、凹面 :布 目す り消し、押印「丸」、厚 18～ 28
mm 白針なし 黄灰 90-7

No 登録No 地区 遺構 眉位 種別 器種 遺存度 特   徴
真

版

写

図

2 H■ 2区・SK16・ 8～ 10層 道具瓦・災斗瓦 ? 小 片 凸面 :縄叩き (細い 。縦位 )、 布目痕、凹面 :縄叩き (細い 縦位 )、 布目痕、厚 15mm、 自針なし 215

3 2区・SK16・ H層 道具瓦・隅切瓦 小片 凸面 :縄叩き (ffEい )、 凹面 :布 目痕、一部す り消し、側面ヘラケズリ、厚25mm、 白針なし 2卜 6

H-3 2区・SK16・ ■層 道具瓦・更斗瓦 小片 凸面 :縄叩き (やや細い 。斜位 )、 縄目ややつぶれ、一部布目痕、凹面 :布 目痕、厚 17mm、 自針なし 217

第46図  SK16出土遺物 (5)

遺構・層位
熙 示 子十 瓦

陶器 磁器 石製品 金属製品 そ の 他
数 量 重量 (8) 教 量 重量 (B) 菌 畳 (

SK8 1

SD9 9 ■791 石 係

31 3 12294 μ軍1

1 8

SK13 6 2

SA14 4 18 9

SK16・ 1～5層 1 3う 1 329 5,17ら 2 鉄 滓2

SK16・ 8～ 10層 5152 359 1475 69440 6 灰 E祥≡〕 鉄 滓 l
4名 3R 124 1355 17 93490

SK陥・12層以下 1 ,7, 4 t7 46915 日 1

SD17 ll 4 13 7 汚世石 3、 鉄津 ]

SK18 7 4 2

ピット 3

I・ Ⅱ層、撹 舌L 104 6る 7う 近 世瓦 2

計 16,932 6,172 212 777 298.483 5 13 3
灰釉陶器 1、 鉄津 6、 羽日1
近世瓦5

表 8 2区 遺物集計表
69
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1.2区全景 (南から)

2 SA封 9断面 (南から)

4. SK16全景 (南から)

写真図版17

5.SK16遠物出土状況 (東から)

2区全景、SA14・ 19-本柱列跡、SK16
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写真図版18 SK16出土遺物 (1)
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写真図版19 SK16出土遺物 (2)
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写真図版20 SK16出土遺物 (3)



第 3章 陸奥国分寺跡

74

写真図版21 SK16出土遺物 (4)



Ⅳ.3区の調査

Ⅳ。3

1.調査の概要

区の調査

3区は寺地の北部の状況を把握するため、 2区の北東

側に東西 6m× 南北24mで設定した。調査の結果、堅穴

住居跡、溝跡、性格不明遺構などを確認した。

2.基本層序
盛上下に I層 (表土 )、 その直下にⅣ層を確認し、Ⅳ層

上面で遺構を検出している

3.遺構と遺物
竪穴住居跡 1軒、清弥 4条、土坑 7基、性格不明遺構

2基を確認した。陸奥国分寺跡に係わる遺構はS130竪穴

住居跡、SX26・ 37性格不明遺構と考えられる。SD27～29

については断定できなかった。

S130堅穴住居跡 調査区南西部に位置する。南北4.3m、

東西 2m以上で、西側は調査区外になっているため全体

の規模は不明である。東辺での方向はN-2° 一Wである。

確認面から床面までの深さは約20cmで、堆積土は 4層で

ある。床面は硬くしまっており、床面上の北、東、南壁

際には、周溝状の落ち込みが巡っている。東壁南寄りに

カマ ドがあり、E-2° 一Sの方向に煙道が約1.8m延 びて

いる。カマ ドは瓦によって補強されており、カマ ドの燃

焼部や煙道周辺が強く焼けている。なお、カマ ドは全掘

せずに、土のうで保護し、埋め戻しを行った。

遺物は土師器、須恵器、赤焼土器などの土器類が約

1,400点、瓦約370点 の他、灰釉陶器と緑釉陶器が各 1点

出土している。第り図に出土状況を示したが、比較的カ

マ ド近くに多い傾向が認められた。図化できた土師器D

-15～ 23・ 25～27郷は体部がやや内湾しながら立ち上が

り、底径がやや小さく (註 1)、 内面のヘラミガキは放射

状のものは少ない。底部は回転糸切無調整のものが多い

が、手持ちヘラケズリ再調整が施されるものも認められ

る。なお、土師器D-15年は 2個体が入子状に癒着して

はがせないため、そのまま図化している。須恵器E-17・

18・ 29rTxは底部が回転糸切無調整である。緑釉陶器Ic―

2稜皿は薄手で、日縁部近くに宝相花文の印刻文様が認

められる。猿投窯産で、黒笹90号窯式-1型式と考えら
0                          5m

第47図  3区全体図  X=-194350m
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れる。灰釉陶器Ic-3碗 も同様に猿投窯産、黒笹90号窯式-1型式と考えられる。軒平瓦は瓦当面が剥離したG-41

と山形文G-40がある。平瓦G-38はカマ ドの袖上、G-39はカマ ド内から出土したもので、両者共にカマ ドの補強

材として使用されていた可能性がある。

SD27溝跡 調査区中央部やや北よりに位置する溝跡である。上幅10～ 30cm、 底幅 6～20cm、 深さ1■mである。

断面形は逆台形で、壁は垂直に近く立ち上がり、底部はほぼ平坦である。西部は調査区外となっている。方向はE

-5° 一Nで確認した長さは約 4mである。堆積土は 1層である。遺物は須恵器、瓦が少量出土している。

SX37を 切っている。

SD28溝跡 調査区中央に位置し、調査区を東西に横断する溝跡である。上幅52～ 78cm、 底幅30～ 52cm、 深さ 9

cmである。断面形は「U」 字形で上部は大きく開く。壁は緩やかで底部は平坦である。方向はE-3° 一Nで確認し

Y=

カマド だ
トー1570m

B´

トー 1570m

0                           2m

C´

トーー1570m

“
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

0                  2m
l―

―

0                 2m

３０

マ

Ｓ‐

ヵ

記

層  位 色   調 性   質 混 入 物 。 そ の 他

1 10YR3/4暗褐色 ンル ト質粘土 木炭粒微量、明黄褐色シル トブロック (径5mm)微 量、焼土粒微毘
2 ЮYR4/6褐色 ンフレト 焼土粒少塁

3 SYR4/4に ぶい赤褐色 焼土

10YR3/4R音褐色 ンル ト質粘土 褐色シル ト質粘土少量、焼土粒微量

5 5YR4/4に ぶい赤褐色 焼 土 暗褐色粘土粒少量

6 10YR3/4暗褐色 粘土 焼土粒・木炭粒少量

7 10YR3ッ /3R音褐色 粘土 木炭粒多塁

8 ЮYR3/41音 褐色 紀土 焼土ブロック (径Ю～20mm)少 量、焼土粒少量、木炭粒微量
9 10YR3/3暗褐色 粘土 焼土粒少豊、木炭粒少最

10 ЮYR3/3R士 褐色 粘土 焼土ブロック (径釣mm)多塁、木炭粒微遅
11 10YR2/3黒 褐角 ンル ト質粘土 褐色シル トブロック (径 5mm)多 量、左半に焼土ブロック (径 5～ 10mm)少最

1 10YR3ノ /4Π音褐色 ンル ト質粘土 木炭粒少量

2 10YR4/4褐色 ンル ト質焙十 褐色シル トブロック (径5mm)少 量

3 10YR3/4R音褐色 シルト質粘士 黄褐色シル トブロック (径5～ Юmm)少量
10YR2/3黒褐色 ンフレト 黄褐色シル トブロック (径5～ 10mm)少景

硲

第48図  Si30平面・断面図



X=-194345m
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た長さは約 6mで ある。堆積土は 1層である。遺物は

土師器、須恵器、赤焼土器、瓦が約80点が出土してい

る。

SX37を切っている。

SD29溝跡 調査区中央に位置し、調査区を東西に横

断する溝跡である。上幅35～47cm、 底幅15～独 m、 深

さ21cmである。断面形は「U」 字形で、壁は垂直に近

く立ち上がる。底部は平坦である。方向はE-2° 一N

で確認した長さは約5,7mである。堆積土は 1層である。

遺物は土師器、須恵器、瓦、鉄滓が約20点出土してい

る。

SX37を切っている。

SD35溝跡 調査区南部に位置する清跡で、幅が15～

26cmである。方向はE-5°―Nで、確認した長さは約

2.2mである。精査は行っていない。

SK22土坑 調査区北部に位置する。東西120cm、 南

北130cmの 楕円形である。深さは 7cmで 、壁は緩やか

である。堆積土は 1層である。遺物は土師器、須恵器、赤

焼土器、瓦15点が出土している。

SK23土坑 調査区北東部に位置する。東西110cm以

上、南北140cm以 上であるが西部と北部が調査区外と

なっている。平面形は明確ではないが,底部は方形と

なっている。深さは12～20cmである。壁は緩やかであ

る。遺物は土師器、須恵器、赤焼土器、瓦が250点出土している。須恵器E-20杯が図化できた。

SK24土坑 調査区北部に位置する。東西80cm、 南北75cmの精円形である。深さは10cmで ,壁は緩やかである。

堆積土は 1層である。遺物は出土しなかった。

SK25土坑 調査区北東部に位置する。東西75cm、 南北70cmの 方形である。深さは22～ 28cmである。遺物は土師

器、瓦が 8点出土している。

SK34土坑 調査区南東部に位置するが、東側の大部分が調査区外となっている。東西85cm以上、南北180cm以上

で平面形は不明である。深さは19～ 21cmで、壁は緩やかである。底部は平坦である。遺物は土師器、須恵器、赤焼

土器、瓦が231点出土していて土師器が多い。底部がヘラ切り無調整の須恵器E-21邪 と、E-22盤が図化できた。

SK4Clを切つている。

SK36土坑 調査区南東部に位置する。東西40～50cm、 南北215cmの 棄巻形である。平面形は 2区のSK20に類似し

ているが、精査は実施しなかった。

SK40土坑 調査区中央部南よりに位置する。南北165cm、 東西220cm以上で、東側は調査区外になっている。平

面形は明確ではないが、精円形と考えられる。深さは17～ぬ mで、壁は緩やかである。堆積層は 3層である。遺物

は土師器、須恵器、瓦が約 14Cl点出土している。土師器C-1杯 は丸底で体部はヘラケズリされている。D-13・ 14

イはやや厚手で歪みがあるが、ロクロを使用していると考えられる。底部～体部にかけて手持ちヘラケズリ再調整

がされているため、切り離し技法は不明である。D-12邦は静止糸切りで、底部外縁に回転ヘラヘズリ、体部下端

|         1生
___可~~~~斗――――可~~~~幸

m

第49図  S130遺物出土状況図
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1                 19
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鬱

0                   5cnl0                         10cm

今録No 地区 遣構 層位 種別・洛種 遣存度
法量 (cm)

調整・特徴
真

版

写

日日経 康 律 一局

D■ 8 3区・ S180 上師器・ ITN 4/5 (127) 61
ロクロ調整、底部～体部 ド端手持ヘラケズリ、線刻 (it線 )、 内
面ヘラミガキ R■■1理 (烈I離 )、 白¢1微量、底径/国 径048 23-1

2 D‐ 26 31■ ,S130 七師器・ ITN 4/5 146-150 74 Sワ
ロクロ調整、体部 ド端手持ヘラケズ

')、
底部回転糸 LJJり  内面ヘ

ラミガキ・黒色処理、白◆l llk量 、底径/口 径049～ 051
232

3 D■ 9 31X,S130 土師器 IfN ほぼ完形 136 51
ロクロ調整、底郡手持ヘラケズリ、線刻 (直線 )、 内面ヘラミガ

キ 黒色処理、白♂微星 底径/口 径0黎
23‐ 3

4 D‐23 31え 。SB0 上師器・第 3′
/4 134 70 ロクロ調整、氏部回転糸切り、内而ヘラミガキ 景色Ш !、 白針微呈、底lre/口 径O S2 23‐ 4

5 D2+ 3K・ S130 土師器・麻 3/4 126^ヤ 13() 63-65
ロクロ調整、底剤

`国

ほ糸切り、内面ヘラミガキ 黒色処理 (剥
離 )、 白彿‖微里、底径/口 径048～ 052

23-5

6 D15 3▲・S130 土師器・年 ほぽ完形
L134
下144

上不明
下70

上不明
~ド

50
兼核若、 上―ロクロ冊整、底部不明、内市iヘラミガキ 黒色処理、白,微壁、
下―ロクロ調生、底吉【回転糸lll 内面ヘラミガキ・黒色処理、底径/口 径049

23-7

7 D22 3■・ S130 土師器・イ 1/2 (144)
ロクロ調整、体剤

`ド

端ヘラナデ、底部回峡糸切、内面ヘラミガ

キ・果fr・ ttι理、白字1微 最、底径/口 径04り

8 D25 311 S130 illRltt lTN 1//3 (130) 41 ロクロrrlと、底ホ回十ほ糸tl 内�ヘラミオキ黒色r/1理、白引微量、底径/日径04' 23-tl

D‐ 27 31X S130 土師器 坪 3//4 ロクロi偶イ 氏剤回転糸切り 山脈iヘ ラミガキ 黒仕俎川 日争1微予 氏径/口 作047 23-10

D16 31X,SB0 土lln器  坪 3//4 136-142 65 35～ 38
ロクロ調整、底部回転糸切 内面ヘラミガキ 黒色処理、日針微
長、底径/口 径046～048

2311

D■ 7 3医   S130 4フ
/5 143 57 Sl ロクロ耐4、 度淵

`回

17糸切、日緑訂

“

こタール状の‖指171 白針役H、 底径/口径040 2

3(・ SBO 上師滞 。第 ほほ完形 13り 61 43 ロクロ制と、氏Hf回 1/糸 切り、内而ヘラミガキ R色処理、白,微上、氏径/日径0‖

E-29 3X・ S130 須点 器・ FTN ほぼ年形 ロクロ調整、内外面共に摩滅、白争1微星 底径/日 径047 23

E17 引▲ 'SBO 須恵器・イ 1/4 (142) 65 ロクロ調整、底判∫回転糸切、白針微二、底径/田 径046 23

E18 3■・ S130,坊 く耐F 須点 器・ 然 1//2 ロクロ調整、底部回峡糸切、白針微量、底径/日 径044 23■ 6

16 D-31 3■  S130 EL師器 袈 1/Ю (246) 不 明 不明 ロクロ調整、体部下半ヘラケズリ 内面ヘラミガキ'‖ 色処」u、 ヨ雀微量 23‐ 6

17 Ic-2 31■  S130 陶器・緑 れヽ 榜皿 ′卜岩
‐ 不

`り

J 不りJ 不「り] 黒符90号窯式 -1型式 陰刻花文 23■ 8

18 Ic-3 3区 S!30 2膳 陶器・灰釉碗 ′卜月 不 Iり ] 里笹 90丹空式 -1石J.t 23■ 7

秀

第50図  S130出土遺物 (1)



Ⅳ.3区の調査

に手持ヘラケズリ再調整がされている。須恵器はE-13高台郷、E― 14~4、 E-12盤、E-15甕、長頚壺と推定されるE―

16などがある。瓦はF-18八葉重弁蓮華文軒丸瓦、G-36偏行唐草文軒平瓦が図化できた。第52図に出土状況を示した。

SK34に切られ、SX37を 切っている。

SX26性格不明遺構 調査区北部に位置する。東西3.5～4,7m、 南北5.7～ 5.9mの不整形で、西部は調査区外となっ

ている。底面が基本層Ⅳ層下にある礫層上面と一致することから土取り穴の可能性があるが、深さが浅いため断定

はできなかった。遺物は土師器、須恵器、赤焼土器などの土器片が約7,300点、瓦約1,000点、鉄製品約10点が出土し

ている。第52図に出土状況を示したが,北部に多く分布している。図化できた土器類は、赤焼土器、土師器、須恵

器など 5点と瓦15点である。土師器D-9婉は内外面ヘラミガキ・黒色処理されている。D-10は羽釜と推定される。

須恵器は盤と推定されるE-4と器種不明のE-3がある。軒丸瓦はF-16細弁蓮華文、F-17宝相花文、軒平瓦はG

-26・ 35偏行唐草文、G―艶山形文などがある。平瓦は凸面が縄叩きされたものが大部分で、叩き目が細く縦位のG

爾

�

２

‐．搬一坤一申中騨一‐

|

鞠

令

0                               20cm

登録No 地区・遺構・層位 種別・器種 遺存度 特   徴 色調
真

版

写

図

G‐ 41 3区 。SI_RO・ 4層 軒平瓦 小片 瓦当接合面ナデ、瓦当面剥落、顎部 :ナデ、凹面 :布目痕、自針微量 褐灰

2 3区 。S130・ 下層 軒平瓦 小片
山形文、顎部 :縄叩き (やや細い・横位・縦位 )、 縄目ややつぶれ、側面ヘラケズリ、凹面 :

布目痙、側面ヘラケズリ、白針なし
鶴灰 2320

3 C‐ 39 3区・S130・ カマド 平瓦 1/2
凸面 :縄叩き (やや細い 。縦位 )、 凹面 :布 目一部す り消 し、模骨痕、側面・小口面ヘラケ

ズリ、狭端幅25 5cm、 厚20mは 、自釧なし

灰

灰

黄

褐
24-2

3区   S130 平瓦 1ノ
/3 凸面 :縄叩き (やや細い 縦位・斜位 )、 縄目ややつぶれ、凹面 !布目一部す り消し、側面・

小日面ヘラケズリ、広端幅27∝ m、 厚 18～ 22mm、 自針な し
灰 白 24‐ 1

第51図 S130出上遺物 (2) 79



第 3章 陸奥国分寺跡

-29・ 32(第 57図 2・ 3)、 叩き目が細く斜位のG-31・ 22(第

57図 1・ 4)、 叩き目がやや細く縦位のG-18・ 19・ 30。 33(第

55・ 酪図)な どがある。G-31は縄叩きがナデによってスリ消

されている。なお、G-22・ 30。 31は凹面にヘラ描きや指摘き

が認められる。格子叩きはH-6(第 57図 6)1点 のみである。

SX37を 切っている。

SX371生格不明遺構 調査区中央部に位置する。東西46m以

上、南北約10mの不正形である。東部は調査区外となっている。

底面が基本層Ⅳ層下にある礫層上面と一致することから土取り

穴の可能性があるが、断定はできなかった。遺物は土師器、須

恵器、赤焼土器等の土器片が約350点、瓦約230点、石製品 1点

が出土している。図化できた土器類は、須恵器FThや盤など 7点、

瓦 2点、石製品 1点である。須恵器

E-5。 10は底径が比較的大きく、

底部全面または底郡～体部下端に回

転ヘラケズリ再調整が施されている。

盤E-8は 内面の磨城が著しいこと

から硯に転用されている可能性があ

る。瓦はF-19八葉重弁蓮華文軒丸

瓦とH-5戻 斗瓦がある。

SX26、 SD27～ 29、  SKalに t7Jら れ

ている。

4。 まとめ

S130か ら出土した土師器郭は、多

賀城跡SK2272出 土土器 とSK2270出

土土器 (註 2)に共通する要素を持っ

ているが、どちらかといえばSK2270

に近 い (註 3)。 なお、多 賀 城 跡

SK2272は 9世紀第 3四半期を中心

とした時期、SK2270は 9世紀第 4四

半期を中心とした時期と考えられて

いる。須恵器邦は底部が回転糸切 り

無調整であることから、 9世紀後半

サ
か
卜
埓
ゝ

卜

｝
り
『
ｏ
Ｂ

卜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
い警

田
日
］

磁
∀υ
tti静頭

鞠

式祭監

層  位 色   調 性   賃 混 入 物 。 そ の 他

1 ЮYR2/3黒褐色 粘上 焼土粒 木炭粒多最
2 ЮYR2/3黒褐色 粘土

〕 10YR2/3黒 褐任 粘 土 褐角粘土ブロ ック (径 Ю創‖)少最、未炭粒少景

1  110Yミ2/3黒褐色                 |シ ルト質粘土       |

80
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No 登録No 地区・遺構・層位 種別・器種 逆存度
法尾 (cm)

調整・特徴
東

版

写

図曰径 底径 器高

1 E-20 3区・SK23 須恵器・ lTN 1/つ 142 8 ロクロ調整、底部回ほ糸切、自針なし、底径/口 径048
"‐

3

2 E-21 3区・SK34 須恵器 lTN 2/3 139 76 ロクロ調整、底部回転ヘラ切、自針なし、虞径 /日径05う
"-43 E-22 3区 SK34 須恵器・ llF 1/6 (1841 ロクロ調整、底部回転糸切→回転ヘラケズリ、白針なし

C■ 3区・ SK40 土師器・杯 ほぼ完形 132 37
口縁音トヨコナデ、体部～底都ヘラケズリ、内面ヘラミガキ・黒色
型ι理、白金1微母

24-6

5 D■ 3 3医・ SK40 土師 Zξ・ FTN ほば完形 109 70 34
ロクロ調整、体部下半～底部手持ヘラケズリ、内面ヘラミガキ

黒伍犯t理、白 T‐Iな し、庚径/回 径Oα 24_7

6 3区・ SK40 上師器・ 17N 完形 124 60 39
ロクロ調整、体部～底部手持ヘラケズリ、内面ヘラミガキ・黒色

処理、白金+微量、底径/口 径048
24-8

7 D12 3丞  SK40 土師器・杯 3//4 45
ロクロ調整、摩滅、底郡静止糸切、体部 F端 手持ヘラケズリ、底
都周縁回転ヘラケズリ、内面ヘラミガキ・黒色処理、白,|な し、

底径/日 径055
24-9

8 E13 3区 SK40 須煎器 高台 ITN 1//2 151 88 47 ロクロ調整、底部切離不明、白 t‐Iな し 24■ 2

9 じ16 3区 SK40 須恵器 蓮 底部のみ 不 明 121 不 明 ロクロ調整→回転ヘラケズリ、自針なし 2413
10 E14 3区 SK40 1/S 不 明 ロクロ調整、自針微星 2411

E■つ 31X'SK40 須恵器・盤 1//5 (278) 31
ロクロ調整、底部切離不明、→体部下端～底部回転ヘラケズリ

自針微量
2414

12 E15 3区  SK40 須煎熙  却 L耐
`1打

(270) ロクロ調整、 ―I釧 微最

No 登録No 地区・遺4Tl 層位 種別 器種 選存度 待   徴 色 TR
真

版

写

図

IS 31・ SK40 軒丸瓦 1/3
八業 fTj弁 連華文 (団分寺第6類 )、 瓦当裏両ナデ、丸瓦部凸 lI:ナ デ、凹面 〔布日痕、一部す

り消し、白針なし
灰 2410

G36 3区  SttЮ 軒平瓦 1/6 偏行唐革文、顎部ナデ、凸面 :縄叩き (やや細い 斜位 )、 縄目すり消し、凹両 :布 日痕、
糸切痕、4噺面ヘラケズリ、白多|な し

青 灰 2416

15 G-47 3区・SD28 軒平瓦 1/6 連珠文、顎部 :純叩き (細い 斜位 )、 す り消し、波状文、凸部 :潜 BΠ口き (やや細い 縦位 )
やし日 一部すり消 し、ll南 :布 日一部すり消し、側面ヘラケズリ、白争|な し

褐灰 2417

第53図  SK23・ 34・ 40、 SD28出土遺物
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第 3章 陸奥国分寺跡

頃と考えられている「多賀城D群土器」 (註 4)の範疇に捉えられる。一方、S130か らは黒笹90号窯式-1型式と考

えられる緑釉陶器Ic-2稜皿と、灰釉陶器Ic-3碗 も出土している。 2点 とも小片であるので同住居跡に伴うとは断

定できないが、黒笹90号窯式-1型式は840～860年頃と考えられている。以上のような土師器、須恵器、緑釉陶器、

灰釉陶器の年代観から、S130の 時期は 9世紀後半頃で、その中でも第 4四半期を中心とした頃と考えられる。

SK34・ 4Cl、 SX発 。37は重複関係にあり、SX37→ SX26、 SX37→SK4Cl→ SK記の新旧関係が確認されている。 最も

古いSX37の 出土遺物のうち須恵器E-5。 10年は、底径が比較的大きく、底部全面または底部～体部下端に回転ヘ

ラケズリ再調整が施されている。このような特徴を有する須恵器郭は、大崎市下伊場野窯跡群第 3号窯跡 (註 5)

や、色麻町日の出山窯跡群C地点西部第 2号窯跡 (註 6)な どの多賀城創建期頃とされる窯跡に認められる。E―

5。 10年の製作技法は下伊場野窯跡群第 3号窯跡や日の出山窯跡群C地点西部第 2号窯跡と共通するが、底径/口

径比が0.53と0.64でやや小さいことは、前 2者 と比べると後出的な要素である。また、E-8・ 9のような口径の大

きな盤も多賀城創建期頃とされる利府町硯沢窯跡B地区 2号窯跡 (註 7)な どで認められるが、硯沢窯跡B地区 2号

窯跡は下伊場野窯跡群第 3号窯跡や日の出山窯跡群C地点西部第 2号窯跡よりもやや新しいと考えられている。こ

れらの点から、SX37の遺物は多賀城創建期の中でもやや新しい時期で、概ね 8世紀中葉頃のものと推定される。な

お、陸奥国分寺の創建年代は記録にないが、瓦の共通性から多賀城政庁Ⅱ期とほぼ同時期と推定されているので、

SX37は陸奥国分寺の創建に近い頃の遺構であると考えられる。

S側はSX37を 切っている土坑で、土師器、須恵器、瓦が廃棄された状態で出土している。丸底のC-1郭 は薄手

で体部に段や稜が形成されないタイプで、内面はヘラミガキ 。黒色処理されているものの、器形や外面の調整技法

は在地のものとは異なっている。このようなlThは、近くでは中田南遺跡第Ⅲ群土器に類例があり、関東系土器の影

響を受けて成立したものと考えられている (註 8)。 D-121Thは 静止糸切りで底部周縁に回転ヘラケズリ、体部下端

に手持ヘラケズリ再調整がされている。器形はやや異なるが、前述した中田南遺跡でも同じ製作技法の土師器17Xが

出土している (註 9)。 D-13・ 141Txは底部～体部にかけて手持ちヘラケズリ再調整されているためロクロロが明瞭

ではないが、ロクロ使用と推定される。非ロクロ土師器とロクロ土師器が共判する伊治城跡S1173住居跡のロクロ土

師器郷は定型化しており (註 10)、 これらと比べるとD-13。 14は歪みがあつて製作技術的にはやや稚拙な印象を受

ける。須恵器は高台年、蓋、盤などがあるが、蓋は器高が低く、多賀城政庁第Ⅲ期までは下らない (註 11)。 一方、

瓦は重弁蓮華文軒丸瓦と偏行唐草文軒平瓦で、陸奥国分寺創建期のものである。以上のような遺物の年代観と、SX37

との重複関係からすると、SX則の遺物は 8世紀第 3四半期頃を中心とした年代が考えられる。

Sと印 はSK40を 切っている。E-22盤は、口縁部や高台の形態などSIm出土のE-12盤 と類似している。E-21イは

底部がヘラ切り無調整で、底径/口径比が055で あるが、このような須恵器杯は 8世紀末～ 9世紀前半を中心とし

た時期に認められる。SK割の年代も概ねこの頃と考えられる。

SX26か らは、貞観11(869)年 の地震後の復興期の瓦とされるF-17宝相花文軒丸瓦が出土している。土師器D―

9婉のように内外面黒色処理された婉は多賀城跡第61次調査第 7層から多く出土し、この土器群は「F群土器Jに

遺構・層位
土師 器 須恵器 赤焼 土 器

陶器 磁 器 石製品 金属製品 そ の 他
数 量 三 量 (g) 数 量 重量 (8) 菌 畳 (宮 量 (o

SK22 6

SK23 1042 307Э

RK25 7 〕

SX26 3974 5342 7456 135,944 8 鉄 淳 4

SD27 1 1 2

SD28 6 3746

SD2t9 9 4 R3 6 鉄 滓 2

I ∩96 1 257 31 180 2 3 灰 釉 1、 緑 4・ nl、 鉄 滓

ミK34 120 075 4

SX劣7 塾Dl 5 235 25.655

SK40 1562

I・ Ⅱ層 、情 乱 793 為5326 10 11 8 汗世 瓦 19、 鉄 津 6、 土 製 品2

計 39,149 1,148 2,546 ll 3 19
灰釉陶器 1、 緑釉陶器 1、 鉄
津 13、 十製品2、 折世百19

つ
る
０
０

表 9 3区 遺物集計表



Ⅳ.3区の調査

相当するとされ、灰白色火山灰との間の間層の存在から10世紀中頃以降と考えられている。ただし、内外面黒色処

理された土器自体は「E群土器」の段階から認められるので、D-9婉 は10世紀前半にまで遡る可能性はある。また、

D-11をはじめとして赤焼土器が大量に含まれていることも考慮すると、SX26の遺物は概ね 9世紀第 4四半期以降

で、10世紀前半以降を中心とすると推定される。

以上のように、 3区の遺構は国分寺に関連するものが多い。特に竪穴住居跡の存在が確認できたことはこの地区

の性格を考えていく上で重要な事項と考えられる。なお、SD27～ 29については、遺物の様相からすると古代の遺構

|

■
縄
l  i■ |

|

|

1    7

0              10cm

―

す独‐ 点■ェ

《ギ辮 聾
′れ

No 登録No 地区・遺構 層位 種別 器種 遺存度
法量 (cn)

調整・特徴
真

版

写

図口径 底径 器 高

1 D ll 3区・SX26 赤焼土器 郭 3/4 134 53‐ 60 43-48
回クロ調整、底部回 li糸切、タール状の付若物、白31微量、康径

/日 径040～ 048
25-1

2 D-9 3区 SX26 土師器 婉 1/4 (122) 内外面ヘラミガキ・黒色処理、白◆微量 25-

3 D■ 0 3区 SX% 土 qRl器  羽釜 小ナキ 不明 不明 不明 ロクロP「l整、白|‖ なし 25-

3FX'SX% 須恵器・辮 1//6 不 明 不 明 ロクロ調整、底部ロクロナデ→回転ヘラケズリ、白針多最 25‐

5 3X SX26 須恵器 甑 ? 不明 不 明 不 明 ロクロ調整、穿孔3ヶ 所、白針なし 25-4

No 登録No 地区 選構 層位 種別・器種 遺存度 特   徴 色調
真

版

写

図

F16 3X SX26 ll丸 筑 ′|、 片 細弁連 rr文 (FTl分 寺第2類 )、 瓦当面 一部剥落、丸瓦部凸面 :ナデ、白とな し 灰 白 25-6

7 F17 3え  SX26 好丸必[ 小片 宝相イと文、瓦当面裏面ナデ、白,Iな し
白

橙

灰

赤
25-7

8 6-35 3二  SX26 ‖:十平瓦 1/10 偏行唐草文、牧部 :ナデ、一部に朱が付猶、山面 :器ヒH‖ き (やや剤Rい 縦位 )、 縄日す り消
し、側 FHヘ ラケズリ、凹而 :布 H一部す り消し、布合わせ痕、白金|な し

灰
糀

25■ 0

9 C-26 3医 SX26 ll平 瓦 |′
/10 偏行店車文、瓦当に

'一

部剥落、顎部 :ナデ、 部に朱が付着、凹両 :ナデ、白′|な し 灰 25-8

31■  SX26 中F平瓦 1/10
山形文、顎部 :器E叩 き (やや細い 縦位・横位 斜位 )、 山‖i:純叫〕き (ややilHい ・縦位 )
縄日ややつ れゞ、 Цtti:布 日す り消し、ヘラ痕、白字な し

灰白

にぶいホ掲
25-ll

第54図  SX26出土遺物 (1)
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第 3章 陸奥国分寺跡

である可能性はある。

概ね幼H藍中軸線と直交

するので区画溝の可能

性があるが断定は控え

ておきたい。

なお、赤焼土器につ

いては、S130出 土 のD

-17、 SX26出土のD一

11の ように口縁部に油

煙と考えられるタール

状の付着物が認められ

るものが多い。灯明具

として使用されたと推

定される。

雛,||∵科111と1,1‖Httli

0                             20cm

2〔
ミ

と
と 三 正

=多

分

No 登録No 地区・遺構・目位 種別・器種 遺存度 特  徴 色調
真

版

写

図

3区  SX26 平瓦 ほぼ完形
凸面 :縄叩き (やや細い・縦位・斜位 )、 縄 目ややつぶれ、凹面 :布 目すり消し、側面・小
日面ヘラケズリ、広端幅 (26 11cm)、 狭端幅 21 8cm、 長さ36∝ m、 FTE 15～ 28mm、 白針なし

にぶい赤協 26‐ 5

2 3区・ SX26 ほぼ 完 形 ほぼ完形

凸面 :縄叩き (やや kRIい  縦位 )、 縄 目ややつぶれ、凹形台庄痕、凹面 :布 目痕、布合わせ
痕、すり消し、側面・′1ヽ 口面ヘラケズリ、広端幅 (必 5cm)、 狭端幅20 8cm、 長さ36∝m、 厚
20～ 25mm tttrな し

にぶい赤褐 26‐ 6

84

第55図  SX26出土遺物 (2)



Ⅳ.3区の調査

(註 1)図化できた11点の底径/口径は0.坐～0.52、 平均0.48である。

(註 2)宮城県多賀城跡調査研究所 1994「現状変更に伴う調査」『多賀城跡』宮城県多賀城跡調査研究所年報1994

(註 3)底部の切り離しと再調整技法を見ると、S130出土土器は回転糸切り無調整のものが多く、回転糸切り後に

0                              20cm

登録No 地区・遺構・層位 種別・器種 遺存度 特  徴 色調
真
版
写

図

1 3区・ SX% 平瓦 ほぼ完形

凸面 :縄叩き (やや細い・縦位 )、 縄 目す り消し、側面・小日面ヘラケズリ、凹面 :布 目す り消し、

糸切 り痕、模骨痕、側面・小口両ヘラケズ リ、広端幅29 6cm、 狭端幅24&m、 長さ40雛 m、厚 18～

22mm、 自針なし

寄灰

2 3区・S迎6 平瓦 4//5
凸面 :縄叩き(やや細い。縦位 )、 凹面 :布 目痕、糸切痕、指摘き「企」、側面・小口面ヘラ

ケズリ、狭端幅25 0cm、 厚20～ 25mm、 白針なし
灰 白 2512

第56図  SX26出土遺物 (3)
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♭一Ⅷ

o                                20cm

No 登録N0 地区・遺構・ 層位 種別・器種 遺存度 特   徴 色 調
写真

図版

1 C‐31 3区 ,SX26 平瓦 1/3
凸面 :縄叩き(細い・縦位)、 縄目すり消し、凹面 :布目痕、糸切痕、ヘラ描き「ナ」、側面
ヘラケズウ、厚13～ 18mm、 自針なし

にぶい黄橙 26‐ J

2 G‐29 3区・SX26. 平瓦 1/6
凸面 :縄叩き (細い・縦位)、 縄目ややつぶれ、凹面 :布 目痕、ヘラ描き「ナ」 ?、 側面・

小日面ヘラケズリ、厚20～ 29mm、 白針なし
にない黄褐 263

3 G=32 3区・SX26 平瓦 1/8
凸面 :縄叩き (やや細い 。縦位)、 縄目つぶれ、凹面 :布目痕、ヘフ猫き「大」、厚211～ 25nlm

白針なし

4FJ灰

にない責篭
2612

G.盟 3区・SX26 平瓦 2/3 凸面 :縄叩き(細 い。縦位・斜位 )、 縄目つぶれ、凹形台圧痕、側面ヘラケズリ、凹面 :布 目

痕、指結き、「○」?、 側面・小口面ヘラケズリ、狭端幅22鍮、厚12～ 18an、 自針なし
褐灰 26・ 4

5 G23 3区 ●SX26 平瓦 2ッ/3
凸面 :縄叩き(やや細い。縦位)、 縄目ややつぶれ、凹面 :布目痕、模骨痕、指榊き「九」、

側面ヘラケズリ、厚15～ 20nl l、 自針なし
褐灰 267

6 Hる 3区・SX% 道具瓦・焚斗瓦 小片 凸面 :格子ロロき、小口面ヘラケズリ、凹面 :布 目疲、小日面ヘラケズリ、厚20 mn、 自針なし 灰 茜 26!8

第57図  SX26出 土遺物 (4)
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0              10cm

-

銘
脚

登録No 地区・遺構 周位 種別 器ff 越 存 FYF
1去是 (cm)

調整 特徴
写真

図版口径 底そモ 器高

1 E-5 3区  SX37 須恵恭・ ITN 1/2
ロクロ調整、底部切離不明→回転ヘラケズリ、白←なし、医径/
口径053

27-1

2 E-10 3区  SX37 須恵器・第 完形 385
ロクロ調整、底部切離不明→底剤

`～

体部下端回転ヘラケズリ、白

針微量、底径/口 径064
27-2

3 3区  SX37 須恵器 高台不 3/4 124-130 71～ 72 49 ロクロ調準 炭凱
`切

離不明→倒怯ヘラケズリ、白争1微 量 27-4

E-11 3X SX37 須恵器 長頭こ ? //3 不 I rl 不 Hll 不 朝 ロクロ調整、外面にヘラ記号「十 1
27-3

5 E‐7 3区  SX37・ と厨 /6 不明 不 明 ロクロ調整、底部 Ll tll不 明→回転ヘラケズリ、白釘微量 27‐ 5

6 3区  SX37 須恵器・盤 1/5 (250) (232) 35
ロクロ調整、賤部切離不明→回転ヘラケズリ、内面摩滅、硯に転

用 ?、 白針多呈
27-6

7 E‐ tl 3「I SX37 /4 172) 35 ロクロ調整、底部切PJll不明→回brヘ ラケズリ、白割なし 27-7

登録No 地区・避構・用位 種別・器柾 迪存度 特   徴
東

版

写

図

8 (-3 311SX37・ 1区

"老

舌L 石製品・界継 1/20 27■ 1

No 登録No 地区・遺構・層位 種別 器TI 遺存度 特   徴 色調
真

版

写

図

F19 3区・ SX37 叫丸瓦 1/5 八東 Tj弁 蓮革文 (コ分寺第 1～ 3類 )、 白釧なし 灰 27‐ 9

10 31■・SX37
道具瓦
lFkl引 百

小片
凸面 :平行Π口き (縦位)側 面ヘラケズリ、凹面 :布 日すり消し、側南・小日面ヘラケズ 〕
厚 14mm、 白金十な し

橙 27‐ 8

第58図  SX37出土遺物

手持ちヘラケズリ調整が施されるものも認められること、図化できた11点の底径/口径比が0.坐～0.52で、平均

0.48で あることなどの状況は多賀城跡SK2270出 土土器に類似している。しかし、多賀城跡SK2270の土師器lTNに は、

回転ヘラケズリ再調整のものが僅かに含まれる点が異なり、内面のヘラミガキに横方向のものが多いことは多賀

城跡SK2272出土土器に共通する要素である。

(註 4)自 鳥良- 1鋸0「多賀城出土土器の変遷」『研究紀要Ⅶ』宮城県多賀城跡調査研究所

(註 5)宮城県多賀城跡調査研究所 1994『下伊場野窯跡群』多賀城跡関連遺跡発掘調査報告書第19冊

(註 6)色麻町教育委員会 1998『 日出山窯跡群』色麻町文化財調査報告書第 1集

(註 7)宮城県教育委員会 1鋸8『硯沢・大沢窯跡』宮城県文化財調査報告書第116集

(註 8)仙台市教育委員会 1994『 中田南遺跡』仙台市文化財調査報告書第182集、中田南遺跡第Ⅲ群土器は 7世紀

末～ 8世紀前半に位置づけられ、その中でも 8世紀前葉に年代の中心を置いている。

０
∪



第 3章 陸奥国分寺跡

(註 9)第 17号堅穴住居跡床面から出土 している。報文では日の出山窯跡C地点第14号住居跡出土の同技法の上師

器坪との対比から、 8世紀前棄における土師器の静止糸切り技法の存在を指摘している。なお、17号住居の堆積

土からはC-1の ような丸底不も出土している。

(註10)築館町教育委員会 1991『伊冶城跡』築館町文化財調査報告書第 4集

(註11)村田晃- 1992「 多賀城周辺における奈良・平安時代の須恵器生産」『東日本における古代・中世窯業の諸

問題』大戸古窯跡群検討会

0                 10cm

'II.

許台 ゑィ
)4■

1    1   1

|

多
等 多
本 ア =

No 全録No 地区 遺構 層位 種別・ 器種 遺存度
法量

調整 ,特徴
真

版

写

図日経 底径 器高

〕 D-29 3区・遺構検出面 土師器・婉 1/4 95
ロクロ調整、一部剥離、底部切離不明(陣減 )、 内而ヘラミガキ

黒色処理、底径/口 径0網、白t‐Iな し
27-10

No 荘録No 地区 遺lll 目位 種別 藩TF 遺存度 特  徴 色「Fl
真

版

写

図

2 (,42 3区・ I、 ■属 ll平瓦 1/8 偏行店草文、頸部 :ナデ、「・I面 :布 日痕、ナデ、側面ヘラケズリ、白針なし 灰 2712

3 3FX・ 遺構検出面 ll平瓦 ′卜岩 lr行 店車文、剥離した瓦当血F、 車面ナデ、自針なし 黄恢 27■ 4

G46 3区  よ、 Ⅱ層 軒平瓦 tッ
/8 偏行慮草文、顎部 :ナデ、凹面 :布 日痕、ナデ、白釧なし 灰褐 27■ 3

5 G‐ 43 3区  【、 Ⅱ層 ]:干 1`4瓦 1/10
山形文、顎部 :iltW口 き (ややHIIい 。横位 )、 凸面 :‖じ叩き (やや細い 。斜位 )、 器L日 一部す り

消 し、凹而 :布 目一#【す り消し、白金|な し

灰

灰

黄

掲

6 (〕 44 32こ  I  Ⅱサロ 革千平I 1/8 ll行店草文、顎部 :ナデ、側而ヘラケズリ、凹面 :布 日痕、側Flヘラケズリ、白針微 HI 灰黄 2716

88
第59図 基本層出土遺物



Ⅳ 3区の調査

ズ

1 3区全景 (南から)

2 S130完 掘状況 (西から)

3.SX26遺物出土状況 (西から)

写真図版22 3区全景、S130堅穴住居跡、SX26 Ｑ
υ
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{二 生

90

写真図版23 Si30出 土遺物



Ⅳ.3区 の調査

写真図版24 S130、 SK23・ 34・ 40、 SD28出土遺物
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写真図版25 SX26出土遺物 (1)



Ⅳ.3区の調査

写真図版26 SX26出土遺物 (2)
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写真図版27 SX37、 基本層出土遺物

銘



V4区 の調査

V.4区の調査
1.調査の概要
4区は寺地の北辺を確認するため、 3区の北東側に設定した。東西 6m×南北27.硫で、わH藍地南辺からは約225

～250mの地点である。調査の結果、北辺に係わる遺構は確認できなかったが、概ね伽藍中軸線と方向を合わせた竪

穴住居跡などを確認した。

2.基本層序
盛上下で確認した基本層序は I層 とⅣ層のみである。

Ia層 10YR 2/3黒褐色シル ト。小礫を少量含む。

Ib層 10YR 3/3暗褐色シルト。木炭粒を少量含む。

Ic層 10YR 3/4暗褐色粘土。部分的に灰白色火山灰ブロックをわずかに含む。灰白色火山灰ブロックは下層か

らの巻上げと推定される。

Id層 10YR 3/3暗褐色粘土。黒褐色粘土ブロックを少量含む。

Ic層 10YR 3/3暗褐色シルト。北東部に部分的に分布する。

If層 10YR 3/8暗褐色シルト。黒褐色粘土ブロックと褐色粘土ブロックを多量に含む。北東部に部分的に分布

する。

Ⅳ層 10YR 4/4褐色粘土。上面が遺構確認面である。

3.遺構と遺物
掘立柱建物跡 1棟、竪穴住居跡 3軒、土坑 2基、性格不明遺構 1基、ピット7基を確認した。陸奥国分寺跡に係

わる遺構は竪穴住居跡 3軒であるが、性格不明遺構も同時期の可能性がある。

北  壁 だ
1640m

rB‐ liЮm

A

層  位 色   調 性   質 混 入 物 。 そ の 他

① 10YR2/3黒褐色 粘土 褐色粘土ブロック少量、柱痕跡

②
1∝R2/3黒褐色
1∝R4/4褐色 範圭}ブロックの混合 掘 り方埋め土
lllYR3/4暗褐色 粘土質ンル ト 褐色粘土ブロック (径20～ 50nun)少 量、灰白プロック少量

2 lllYR3/4暗褐角 粘 十

1 10YR3/3暗褐色 ン,レ ト 褐色粘土ブロック (径511m)少 量、木炭粒少量

2 10YR3/3暗褐色 シルト質粘土 褐色粘土プロック (径 10～ 50mm)少 量、本炭粒少量

第60図 調査区北壁・SX43断面図
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第61図 4区全体図
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V.4区 の調査

SB48掘立柱建物跡 調査区北東隅で柱穴 2基を確認した。方向はN― T° 一Wである。Nlは北壁際に位置し、掘

り方は東西約 1.2m、 南北06m以上で、柱痕跡は直径約18cmの 円形である。N2の掘り方は東西約0.8m、 南北約1,Om

で、柱痕跡は直径20～ 30cmの 精円形である。柱間寸法は約2.8mである。遺物は出土しなかった。一本柱列の可能性

もあるが、一応掘立柱建物跡と想定しておく。

また、方向が伽藍と全く異なるので国分寺との  目

関係は明らかではない。           ■

S138堅穴住居跡 調査区西部に位置し、西側

の部分が調査区外 となっている。東西 2m以上、

南北8.lm、 方向は東辺でN-11° 一Wである。深

さは約10cmで 、壁はやや傾斜を持って立ち上が

る。床面は住居の掘り方を 5～ 10cm埋 め戻して

作られており、固い。床面上にはカマ ドや柱穴

などの施設は確認できなかったが、壁際に周溝

が巡っている。周溝の幅は25～40cm、 床面から

の深さは10～ 15cmである。掘り方を含めた堆積

土は 4層である。遺物は非ロクロ調整の上師器、

須恵器、瓦、鉄製品が150点出土した。土師器C

-3は ハケメ調整の甕で、須恵器E-26年 は静

止糸切り後、体部下端に手持ちヘラケズリがさ

れている。E-28高台界は掘り方埋め土から、

平瓦G-50は床面上から出土している (第63図 )。

なお、E-28は 内面が著 しく磨滅していること

から硯に転用されている可能性がある。

Si39霊穴住居跡 調査区東部に位置する。大

部分が調査区外となっているため規模や方向は

不明で、住居以外の遺構である可能性はあるが、

底面が平坦であることから一応住居跡と考えた。

深さは約10cmで 、壁はやや傾斜を持って立ち上

がる。床面上にはカマ ドや柱穴などの施設は確

認できなかった。堆積土は 1層である。遺物は

土師器、須恵器、赤焼土器、瓦が約110点出土し

た。赤焼土器D-30FTh、 須恵器E-27郭が図化で

きた (第65図 1・ 2)。            くT
S141堅穴住居跡 調査区南東隅に位置してい

るが、東側と南側の大部分が調査区外となって

浄Wttm+
く
＝
６
占

り
Ｂ

ナ

ヽ

ャ

ャ

ャ

層  位 色   調 ′
性  質 混 入 物  そ の 他

ЮYR2/3黒褐色 シル ト 褐色粘土ブロック 径5～ Юmm)少 量、焼土粒・木炭粒微重
2 10YR3/31音褐色 シ,レ ト 褐色粘土ブロック 径5mm)少 量

3 ЮYR3/3暗褐色 シ,レ ト 褐色粘土ブロック 径5～ Юmm)多 星
10YR3/3暗褐色 粘 土 褐色粘土ブロック (径 20～ 30mm)多 景

第62図  Si38平面・断面図
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第 3章 陸奥国分寺跡

0                      10cm

0           5cm0         10cm

-No 登録No 地区 。遺構・層位 種別・器種 遺存度
法量 (cn)

調整・特徴
真

版

写

図口径 底径 器高

1 E-26 4区・S138 須恵器・郷 1/2 152-168 (87) 38-41
ロクロ調整、底部静止糸切 り→底部外周～体部下端手持ヘラケズ

リ、底部にヘラ描き 「太 J?、 自針なし、底径/口径052～ 057

2 E-28 4区 S138・ 掘 り方埋土 須恵器・高台郷 1/3 (162) 57
ロクロ調整、底部切離不明、回転ヘラケズリ、内面摩滅、硯に転

用 ?、 底面に墨書、自針なし
29-9

3 E―伽 4区・S138 須恵器・甕 上部 1胸 (232) 不朝 不 明 ロクロ調整、体部タタキ、内面指ナデ、自針少塁 29-2

E-25 4区  S138 須恵器・褻 小片 不 明 不 明 不 明 ロクロ調整、自針少量 29-3

5 C‐ 3 4区 S138・ 1層 土師器・甕 上部 1沼 (132) 不明 不 明 口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ 29-4

登 録 No 地区 遺構 層位 種別・器種 遺存度 特   徴 色 調
真

版

写

図

6 G50 4区 S138 床面 平瓦 1//4
凸面 :縄叩き (やや細い 。横位・縦位 )、 縄目ややつぶれ、側面 。小口面ヘラケズリ、凹面

布 目す り消 し、側面・小日面ヘラケズリ、厚 15mm、 自針なし

にぶい費糟

No 奎録No 地区 遺構 層位 種別・器種 遺存度
法量 (cm)

調整・特徴
真

版

写

図長 さ 幅 厚 さ

4区 ,S138 はば茅形 211富 29-6

第63図  Si38出土遺物

いる。東西3,lm以 上、南北5.8m以上、方向は西辺でN-9° ―Wである。深さは約20cmで、

面はやや凹凸がある。床面上にはピットが 1基あるが、住居に伴うかどうかは不明である。

た。壁際には周溝が巡つている。周溝の幅は25～4Clcm、 床面からの深さは約10cmで ある。

壁はやや傾斜がある。床

カマ ドは確認できなかっ

堆積土は 3層である。遺

鋸



V.4区 の調査

物は非ロクロ調整の土師器、須恵器、瓦が55点出土した。戻斗瓦H-4と 床面上から出土した平瓦G-48が図化でき

た (第65図 3・ 4)。

SK42土坑 調査区南部に位置する。東西約18m、

形を呈し、壁はやや傾斜をもって立ち上がる。

底面はほぼ平坦である。堆積土は 1層である。

遺物は赤焼土器、瓦、鉄製品が 4点出土した

のみである。

S印 土坑 調査区北西隅に位置する。東西

2.3m以 上、南北2.2m以上であるが平面形は不

明である。深さは約Ocmで、壁は緩やかに立

ち上がる。底面はやや凹凸がある。堆積土は

2層である。遺物は土師器、須恵器、赤焼土

器、瓦、鉄製品などが約100点出土した。

SX43性格不明遺構 調査区北部に位置し、

東部が調査区外となっている。東西3.8m以 上、

南北5.4mで 、平面形は北西部が欠けた隅円方

形である。深さは約30cmで 、壁はやや傾斜を

持つて立ち上がる。底面はやや凹凸がある。

堆積土は 2層である。遺物は土師器、須恵器、

赤焼土器、瓦が約370点 出土した。

南北約1.6mの 隅円方形である。深さは約20cmで、断面形は逆台

浄194310m十
11

日

I            FrI‐ 1,70m

株

0                 2m

層  位 色   調 性  質 混 入 物 ,そ の 他

1 10YR3/3Π 彗褐色 帖土 褐色粘土ブロック (径知～30mm)少量

2 10YR3/3H音褐色 粘土

3 10YR3/4R音褐色 粘土 褐色粘土ブロック (径 5mm)少 量

第64図 S路1平面・断面図

遺構・層位
土師器 須恵器 赤 焼 土器 瓦

陶器 磁 器 石製品 金属製品 そ の 他
数 量 重 量 (g) 数 量 重量 (g) 数 量 重量 (8)

99 i31 I R77 2

R139 %

7 29

SK42 2 5 1 1

SX43 45

SK44 164 13 2.560 2

情 舌| hi 9Fa7 47 2R9 19442 呂 折世 丁 27

674 49 3719 41)9 4 0 13 �世 丁 27

表10 4区遺物集計表
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第 3章 陸奥国分寺跡

0                          10cm

一

靴引∴＝一一， 一～
3~

4

4.ま とめ
S138か ら出土した須恵器E-261Thや E-28高台年は、多賀城創建期の瓦窯跡である色麻町日の出山窯跡群C地点西

部第 2号窯跡 (註 1)や利府町硯沢窯跡B地区 2号窯跡 (註 2)に類例が認められる。S138は 3区のSX37と 同様に

陸奥国分寺の創建期に近い時期の遺構であると考えられる。S139は 赤焼土器D-30rTxが 床面から出上していること

と、他にも赤焼土器の破片が比較的多く認められることから、赤焼土器が増加するとされる「多賀城E群土器」の

年代である10世紀前半以降の時期と推定される。S141は遺物から年代を確定することはできないが、方向がS138と

近いことと床面から瓦が出土していることから国分寺と同時期の遺構であると予想される。

北辺の区画施設は確認できなかったが、 3区と共に 4区にも堅穴住居跡が存在することが確認できた。今後は寺

地の内部における各地区の機能の違いを明らかとし、付属施設の位置や広がりなどを解明していく必要がある。

(註 1)色麻町教育委員会 1998『 日出山窯跡群』色麻町文化財調査報告書第 1集

(註 2)宮城県教育委員会 1988『硯沢 。大沢窯跡』宮城県文化財調査報告書第116集

変録No 地区・遺構・層位 種別 器種 遊存度
法量 (cm)

調整・特徴
真

版

写

図日径 底径 器高

D30 4区・ S139,床 面 赤焼土器・ lTh 1/4 34 ロクロ調整、底部回転糸切、自針微量、底径/口 径037 29-7

2 E-27 4区・ S189。 1層 須恵器・郭 1/6 (77)
ロクロ調整、底郡切離不明→回転ヘラケズリ、自針なし、底径/
口径057

登録No 地区・遺構・層位 種別 器種 遺存度 特   徴
真

版

写

図

3 4区・ S141 道具瓦・史斗瓦 2/3? 凸面 :縄叩き (やや細い 。横位・斜位 )、 縄目ややつぶれ、凹面 :布 目痕、側面ヘラケズリ、幅 13 8cm、

厚20mm、 自釧なし
2911

登録No 地区・遺構 層位 fE別・器種 遺存度 特   徴 色調
真

版

写

図

G-48 4医・ S141・ 床面 平瓦 1/4 山面 :平行叩き (細 い・縦位 )、 側面・小日面ヘラケズリ、凹面 :布 目す り消 し、側面・小
日面ヘラケズリ、厚20～ 25mm、 自針なし

にぶい黄

褐

第65図  S139・ 41出土遺物
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V4区 の調査

14区全景 (南から)

2 S138完 掘‖犬況 (市から)

Ⅲti:二

■:す
|:|■:=|=

3 SX43全景 (南から)

写真図版28 4区全景、S138堅穴住居跡、SX43



第 3章 陸奥国分寺跡

102

写真図版29 S138・ 39・ 41出土遺物



Ⅵ.5区・ 6区の調査
1.調 査 の概 要

5区 。6区は寺地の北辺を確認するため、 2区の北側の伽藍中軸線

上に設定した。 5区は東西3.5～ 型m×南北17「omで、伽藍地南辺からは

約250～270mの地点、6区は東西4m×南北9.5mで、伽藍地南辺からは

約280～290mの地点である。両調査区共に撹乱が激しく、遺構確認面

の状況は良くない。調査の結果、東西方向の溝跡を 5区で 2条、6区

で 1条確認した。断定はできないが、 5区の清跡は北辺に係わる区画

溝の可能性がある。

2.基本層序
盛土下で確認した基本層序は I層 とⅣ層のみである。

Ia層  lCIYR 3/3暗褐色シル ト。木炭粒、砂粒を少量含む。

Ib層  10YR 3/3暗褐色シルト。

Ⅳ層 7.5YR 3/4暗褐色粘土。上面が遺構確認面である。

3.遺構 と遺物
5区で溝跡2条、6区で溝跡1条を確認した。陸奥国分寺跡に係わ

る遺構は 5区のSD32溝跡のみである。

SD31溝勘  6区北部で確認した東西方向の溝跡である。上幅約80～

95cm、 底面幅20～ 4Clcm、 深さ約60cmで、断面形は上部が開く「U」 字

形である。底面はほぼ平坦である。方向はE-7° 一Nで、確認した長

さは約3,7mである。堆積土は 2層で、粘上の自然堆積層である。遺物

は瓦が 3点出土したのみである。なお、このSD31は盛土層直下で確認

した溝跡であり、盛土層が溝の上部に入り込んでいることから、盛土

工事の際に上部が開口していた可能性がある。現代の溝の可能性が高

いが、現代と確定できる遺物がないため遺構として取り扱った。

SD32溝跡  5区北部で確認した東西方向の溝跡であるが、南側の肩

を確認できたのみである。上幅 lm以上、底面幅60cm以上、深さ約80

cmである。断面形は逆台形で、壁は急角度で立ち上がっている。底面

はほぼ平坦である。方向はE-6°一Nで、確認した長さは約3.8mで ある。

堆積土は 5層で、粘土質シル トの自然堆積層である。遺物は土師器、

Ⅵ.5区・ 6区の調査

0                  2m

半 =議

層  位 色  調 ブ性  質 混 入 物 。 そ の 他

1 10YR2/3黒掲色 粘土質シル ト

2 10YR3/3暗褐色 粘土質シル ト

3 10YR3/3Π 音褐色 粘土質シル ト 褐色砂質シル トブロック (径 5mm)少 量

10YR3/4Π 音褐色 粘土質シル ト

5 10YR3/4H音褐色 粘土質シル ト 褐色粘土ブロック (径5～釣mm)少量

第66図  5区全体図、SD32断面図
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須恵器が 2点と瓦が26点出土した。

SD33溝跡  5区中央部で確認した東西方向の溝跡である。大部

分が撹乱されており、遺存状況はよくない。上幅約75cm、 底面幅

約50cm、 深さ10～15cmで ある。断面形は浅い皿形で、壁は緩やか

に立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。方向はE-3°―Nで、

確認した長さは約3.6mで ある。堆積土は 1層である。遺物は出土

しなかった。

4。 まとめ

5区で確認したSD32溝跡は、幅は確定できなかったが規模が比

較的大きく、断面形が逆台形で、わH藍地南辺を区画するSD l溝跡

と様相が似ている。また、数量は少ないものの土師器、須恵器、

瓦などが出土していることから、SD32は古代の区画溝の可能性が

ある。陸奥国分寺内部の区画溝の可能性と、寺地北辺の可能性が

考えられ、どちらかは断定できなかった。なお、築地塀は確認で

きなかったが、 5 EXlは撹乱が激しいことから築地塀が基礎までも

完全に削平されている可能性も否定できない。この点については、

今後SD32の延長部分における調査によって検証していく必要が

ある。

X=194265m

A
引

第67図  6区全体図、SD31断面図

0                           5m

だ
卜 1720m

盛   土

0                  2m

層  位 色   調 ‖t  質 混 入 物  そ の 他
1 ЮYR2/2黒褐色 粘 土 小礫少量

2 ЮYR3/3暗褐色 粘土 褐色粘土ブロック (径 10～郷m厠)少量、礫少量

遺構・層位
狛 顧 米 十 器

陶 器 磁 器 石製品 金属製品 そ の 他
数 量 章量 (g) 数量 1重量 (B) 数 量 重量 (B) 数 量 (

SD32 I 1 l 8

SD33
I・ Ⅱ層 、撹 吾L 3 14 3 4 l

計 4 4 4 | 3ヽ43 0 0 ∩

表11 5区遺物集計表

遺構・層位
土 師器 須 恵器 赤焼 土 器 瓦

陶器 磁 器 石製品 金属製品 そ の 他
重 Ξ

`Я

数量 1重量 (8) 重量 (g) 数 量 重量 (宣 )

RD名 1 3

計 0 3 0 0 0 0

表12 6区遺物集計表

lM



Ⅵ.5区・ 6区の調査

l SD32妄労屈1犬所と(東から)

2 SD32断 面 (東から)

与11Ⅲ Ⅲ

,|lrl

藩 |

3 SD31完掘1犬況 (南から)

写真図版30 SD32・ 31溝跡
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第 4章 総括

総圭早4第

I.郡山遺跡
I期官行の北東部では第175次調査 (個人住宅対応)と第178次調査 (範囲確認)が実施され、共に官行の外郭に

関連する遺構を確認した。

第175次調査においては並行する 2列の材木列 (北側がSA2130、 南側がSA2135)と 一本柱列 1列、竪穴住居跡 1

軒などが発見された。北西に約180m離れた第148次調査区 (註 1)でも 2列の材木列が調査されていたが、今回の

第175次調査で発見された材木列と比べると、材の太さや抜き取りの状況が類似していること、さらに位置関係から、

両調査区で検出された各 2列の材木列は関連する可能性が高いと考えられた。第1娼次調査区のSA2030材木列は第

175次調査区のSh認 130材木列へ、第148次調査区のSA2035材 木列は第175次調査区のSA2135材木列へと連続する遺構

になると推定した。この結果、今回の第175次調査区から第148次調査区まで180m以上にわたる材木列の存在が想定

されるに至った (第68図 )。 なお、平成15年に行われた第152次調査 (註 2)で確認された I期官衡東辺における材

木列の様相との比較から、第148次調査区のSA2030材 木列と第175次調査区のSA2130材 木列は外郭北辺の材木列であ

る可能性も考えられた。ただし、第 2章Ⅳで述べたように、第148次調査のSA2030材木列は I期官行期の掘立柱建

物跡を切つていることから、仮に北辺であると仮定した場合でも、ある時期には移動していることになる。 I期官

行の北辺については、今後も検証を重ねていく必要がある。

第178次調査で発見 したSD2150溝 跡は I期官行に係わる大規模な溝跡である。SD2150溝跡は北東に約30m離れた

第171次調査区 (註 3)の SD2125溝跡とつながる可能性が高いが、このSD2125溝 跡は I期官衡東辺のSA2055材木列

よりもさらに東に約 8m離れて並行しているので、SD2125溝 跡とSD2150溝跡は I期官衛東辺のさらに東側に位置す

ることとなる。幅が確定できないが、約5,0～63mあ り、これまで郡山遺跡で調査された中では最も規模が大きい。

堆積土の様相からは水成堆積層であると推定され、溝の底面が平坦であることや、北東には広瀬川が流れているこ

となどから、区画や防御などの機能の他に、「運河」としての機能をも持つていた可能性が考えられる。SD2150溝

跡が 「運河」としての機能を有するかどうかについては、北東方向や南西方向の延長部分における調査が不可欠で

ある。広瀬川から取水したと仮定した場合、第 2章 Vで述べたように、河川の流路が現代とは大きく異なって遺跡

北部にかなり近い地点を流れていた可能性があり、その場合は現代の流路よりは取水が容易であつた可能性もある。

しかし、河川の水面標高や取水路の特定など検証すべき点も多い。したがって、「運河」としての機能を有するか否

かについてはまだ断定することは避け、その可能性を指摘するに留めておきたい (註 4)。

SD2150溝跡内で認められた礫の集中については、性格は特定できなかった。別の調査地点での類例を待ちたい。

Ⅱ.陸奥国分寺跡
陸奥国分寺跡の調査は整備計画策定のため、今年度からは継続的に実施していくこととなった。第 1年次にあた

る今年度の主要な目的は、伽藍地南辺を構成する築地の構造を明らかにすることと、寺地の北辺を明らかにするこ

との 2点であった。今年度の調査成果は以下のとおりである。

伽藍地南辺の 1区では、築地塀本体は遺存していなかったが掘り込み地業跡であるSFもの版築層を確認できた。

残存するSF45の幅は約2.6mで あるが、昭和58年の調査結果 (註 5)を考慮すれば、本来は南北両側にそれぞれ20～

30cm広 く、3m前後の幅であつた可能性がある。SD l溝跡は上幅12～2.Omで 、SFもの南側に並行し、共に伽藍地南

辺を構成している。SFも とSD lの 方向は調査区内においては概ねE-4° 一Nである。

1∞
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第68図
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郡山遺跡 I期官衛北部全体図
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僧坊の北側の 2 EXlの 調査では、一本柱列と推定される遺構を 3列確認した。このうち東西方向と推定したSA14・ SA19

-本柱列は柱痕跡の大さと柱穴の構造から、僧坊などが配置されている南側の伽藍地と付属施設の存在が予想され

る寺地北部とを区画する遮蔽施設である可能性が考えられた。今後の調査で東西方向の延長部における検証作業を

行っていく必要がある。第69図 に陸奥国分尼寺跡の尼坊と推定されている 2棟の掘立柱建物跡 (註 6)と陸奥国分

寺跡の僧坊および 2区の位置関係を示した。陸奥国分寺跡の小子坊は明らかにされていないが、昭和33年 の学術調

査では僧坊の北側に掘り込み地業が確認され、建物があった可能性も指摘されていること (註 7)、 SA14の 南側に

国分尼寺跡のSB lと 同規模の建物が入る余地があることなどから、今後検証していく必要がある。

土取り穴と推定されるSK16の埋没時期は概ね 9世紀第 3四半期頃と推定された。遺物の年代から貞観11(869)

年の地震後の復旧作業に係わる可能性もあるが、土取り六として掘削された年代について限定することができな

かったため断定はできなかった。なお、SK16か らは少量であるが輔の羽口や鉄滓、漆紙が出土している。寺地内部

における鍛冶や漆工に関連する遺構の存在を示唆するものと考えられる。

3区と4区では、竪穴住居跡が 4軒と土取穴の可能性のある遺構などが確認され、遺物が大量に出土した。竪穴

住居跡が確認されたことは、寺地内部におけるこの地区の機能を考えていく上で大きな成果であったと考える。

5区で確認したSD32溝跡は、国分寺内部の区画溝である可能性と、寺地北辺である可能性が考えられ、どちらか

は断定できなかった。なお、築地塀跡は確認できなかったが、基礎部分までも完全に削平されている可能性も否定

できないことから、今後SD32溝跡の延長部分の調査は継続していく必要がある。

陸奥国分寺跡の調査は、昭和30～艶年の学術調査で主要伽藍が解明され、昭和47年から断続的に実施されてきた

整備のための調査では、伽藍の東辺、南辺、西辺は築地塀と溝によって区画されているらしいことが判明してきた。こ

こでは現時点における問題点を整理し、今後の調査に向けた課題を整理しておきたい。

これまで行われた調査では座標を計測していないため、各地点の遺構の座標上における位置関係及び真北に対す

る方位が不明となっている。現在このことが要因となって以下のような問題点が現れてきている。

①伽藍地の東辺、南辺、西辺を構成する築地塀と外側の区画溝の方位が不明である。このため各辺が直交するのか

どうか不明であり、結果としてこれらに区画された伽藍地の平面形も不明となっている。

②伽藍地の平面形が確定できないため、現在東西800天平尺と推定されている伽藍地の東西規模 (註 8)が、南辺に

も当てはまるのかどうか不明である。

③伽藍中軸線の方位 (真北からの角度)は概ねN-4° ―Wと想定されるが、詳細な方位は確定できない (註 9)。

また、前述したように東辺、南辺、西辺の方位も不明なため、これらと伽藍中軸線との関係も明らかではない。

今後は広い範囲で遺構の計測を重ね、精密な位置関係や方向を確定していく必要がある。既存の道路や建物によ

る制約のため検証できない箇所もあるが、今後の調査を進めていく上で重要な課題といえよう。

なお、座標に関する以外の課題としては、以下のような北辺に関する問題点が挙げられる。

④築地塀と溝跡が伽藍地のみを区画している施設であるのか、あるいは北部では寺地をも含んだ区域を区画する施

設となっているのか明確ではない。

この点については、今年度 2区で確認したSA14・ 19と 5区で確認したSD32溝跡の実態を明らかにしていくことが

解明への手がかりとなっていくと考えられる。この点も含め、今後は寺地の内部における各地区の機能の違いを明

らかとし、付属施設の位置や広がりなどを解明していく必要がある。なお、寺地の範囲については現在南部で判明

しているような築地塀と溝による区画よりもさらに広範囲である可能性は十分考えられるが、市街化が進んだ現状

では確認するのは困難な状況にある。
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(註 1)仙台市教育委員会 2003「第148次発掘調査」『郡山遺跡23』 仙台市文化財調査報告書第263集

(註 2)仙台市教育委員会 2004「第152次発掘調査」『郡山遺跡斃』仙台市文化財調査報告書第269集

(註 3)仙台市教育委員会 2006「第171次発掘調査」『郡山遺跡26』 仙台市文化財調査報告書第296集

(註 4)第 176次調査 (本書第 2章 V)で述べたように、Ⅱ期官衛外清の北西コーナーのすぐ東の地点では、広瀬川

の旧河道と推定される大規模な河川跡が発見されている。この河川跡の年代は特定できていないが、官衛の存続

した時期に、広瀬川が現在よりも遺跡に近接した場所を流れていた可能性はあり、これらの点も含めて考えてい

く必要があろう。

(註 5)仙台市教育委員会 1984『陸奥国分寺跡 昭和58年度環境整備予備調査概報 南大門跡東脇築地跡』仙台

市文化財調査報告書第63集

(註 6)陸奥国分尼寺跡のSB lは小子坊、SB 2は大坊と推定されている。

(註 7)薬師堂境内と運動場との境の溝の断面と、北側の トレンチで掘り込み地業が確認されている。報文では
「僧坊北端の根石との距離は約約尺、大体東西10尺、南北 8尺の方眼の上にのり、僧坊の柱間と一致する」との記

載があり、断定はしていないが僧坊から北に約12m離れた場所に僧坊と同じ柱間の建物があった可能性が指摘さ

れている。なおこの掘り込み地業の位置が平面図に記載されていないため、第69図中には示せなかった。

(註 8)伽藍地の規模は、東門、伽藍中軸線、寺地西部で確認された柱列の間隔から東西800天平尺と推定されてい

る。これは概ね東辺と西辺の築地塀の心々の間隔を想定している。

(註 9)昭和30～34年の調査報告書では「金堂、講堂の中心を結ぶ線は磁石で測ってllE 2° 15ノ」と記載されてい

咆

0          20m

―

陸奥国分尼寺跡

基

陸奥国分寺跡

第69図 陸奥国分寺跡僧坊北部、陸奥国分尼寺跡尼坊
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第 4章 総括

るq磁北の真北からの振れ (偏差)は1%4年のN-6° 16′ ―Wを基準とし、年差 (1年で増加する誤差)力 1ゞ′

4〃 Wと されている。伽藍中軸線の磁北からの角度NE 2° 15′ が計測された年を、講堂が調査された昭和31年 と

仮定すると、昭和31(1955)年 の偏差はN-6° 7′ 28〃―Wであるので、「磁北からの角度NE 2° 15′ 」の真北

からの振れはN-3° 52′ 28″―Wとなる。調査当時は 1/型 度単位までの計測であるので、概ねN-4° ―Wと考

えられる。
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土師器、須恵器、灰釉陶器、

緑釉陶器、金属製品、瓦

伽藍地南辺で築地塀跡、

北部で一本柱列跡と竪

穴住居出を発見した
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